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Ⅰ 1. 商品の安全　～安全の理解・危険の回避～

教材❶　健康食品（ダイエット食品）　

学校名：大阪府立阿倍野高等学校
教　科：家庭科
教諭名：中島　美保子

1モデル授業実施計画
1．本時の題材について
　生徒は小・中学校で食生活や栄養について学んでいるが、必ずしも健康で安全な食生活を営んでいるとは
言いがたい。また、食生活の変化等により、肥満や若年性糖尿病などの生活習慣病をもつ生徒、やせ願望の
ある生徒やフードファディズムの考えにとらわれて適切な食べ方を理解していない生徒も多くみられる。
　本時の題材を通して、安全で健康的な食生活を送るために、正しい知識を身に付けるだけでなく、食に関
するメディアやマスコミなどの情報や内容を批判的に思考して、適切に読み取り、自分で考えて選択する必
要があることに気づかせる。さらに、消費者問題が生じる背景や、守られるべき権利が侵されることが健康
的な食生活に影響を及ぼすことについても理解させる。

２．題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技　　能 知識・理解
• 安全に配慮した食生
活に関心をもち、意
欲的に学習活動に取
り組んでいる。
• 食品の表示等に関心
をもち食生活の安全
について考えようと
している。

• 食品をめぐる近年の
事例から食生活の安
全性について思考を
深めている。
• 安全に配慮した食生
活のあり方につい
て、課題を解決する
ための手段を考えて
いる。
• 安全性に配慮した食
生活について、主体
的にまとめ、発表し
ている。

・主体的に食生活を営む
ために必要な情報を
整理し、検討するこ
とができる。

・健康で安全な食生活に
ついての生活情報を
収集・整理すること
ができる。

• 食生活を取り巻く環
境が変化している現
状を理解している。

・現代の食生活や食品
の安全性についての
課題を認識し、その
知識を身に付けてい
る。

・消費者市民として自
分だけでなく他者も
安全な食生活を送る
ことができるような
知識や視点を身に付
けている。

4

めざそう！消費者市民

本書についてはじめに
目　的
　本書は、消費者教育教材「身近な事例で学ぶ！高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～
授業ですぐ使えるワークシート付き～」を活用して、高等学校における消費者教育を促進することを目
的として作成しました。平成 30（2018）年度に大阪府消費生活センターが「大阪府消費者教育推進モデ
ル校」として指定した府立高等学校 3校で実施したモデル授業の内容を、ご担当いただいた教員の方々
に執筆していただき、実践事例集としてとりまとめました。本書を参考にして、準備に多くの時間をかけ
ることなく授業を行っていただけるよう、構成について工夫しています。「家庭科」や「公民科」などの授
業はもとより、生徒の消費生活の指導に際しても本書をご活用ください。

　平成 30（2018）年 6月に、成年年齢を20 歳から18 歳に引き下げること等を内容とする
民法の一部を改正する法律が成立し、2022年 4月1日から施行されることになりました。改
正民法が施行されると、18 歳以上の若者は親権者等の同意なしで契約をしたりクレジット
カードを所持したりすることができるようになります。このため、新たに成年となる若年者の
消費者被害の防止・救済のための制度整備や、自主的かつ合理的に社会の一員として行動す
る自立した消費者の育成のための若年者への実践的な消費者教育の実施が喫緊の課題となっ
ています。
　国では、成年年齢引下げを見据えて、2018 年 2月20日に若年者への消費者教育の推進
に関する4省庁関係局長連絡会議において「若年者への消費者教育の推進に関するアクショ
ンプログラム」が決定されました。このアクションプログラムでは、関係省庁が連携し、2018
年度から2020 年度の３年間を集中強化期間として、全国の高等学校等で、国等が作成した
教材を活用した消費者教育の授業を実施することが目標とされています。
　また、学習指導要領が改訂され、学校教育現場においても、消費者教育が充実されるとと
もに、新学習指導要領が適用されるまでの移行期間の特例が設けられています。
　現在、大阪府消費生活センターに寄せられる相談件数によると、20 歳代になると、消費者
トラブルに関する相談が急増しており、成年年齢が引き下げられると、成人して間もない18
歳、19 歳の若年者が悪質商法の新たなターゲットにされることが懸念されます。
　このような中、当センターでは、高校生期における消費者教育を推進するため、平成 28
（2016）年度に「高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～授業ですぐ使える
ワークシート付き～」（平成 29（2017）年 2月）を作成し、平成 29（2017）年度より、府立高
等学校の中から「大阪府消費者教育推進モデル校」を指定し、本教材の指導ガイドとワーク
シートなどを活用したモデル授業を実施するとともに、その結果をとりまとめた実践事例集
を作成・配布し消費者教育の推進に努めているところです。
　平成 30（2018）年度も「大阪府消費者教育推進モデル校」を指定し、モデル授業の内容を
実践事例集としてとりまとめました。この実践事例集には、平成 29（2017）年度に実施したモ
デル授業をもとに1事例を、どの学校においても取り入れやすいようアレンジし、教職員向け
指導ガイド・教材・ワークシートを作成して掲載しました。
　本実践事例集が府内の高等学校等における消費者教育の実施機会の増加や充実の一助と
なることを切に願っています。
　最後に、モデル授業の実施及び実践事例集の作成にあたり、大阪府消費者教育推進モデル
校はもとより大阪教育大学の鈴木真由子教授、府教育庁をはじめ関係機関各位に多大なご
協力をいただきました。心より感謝申し上げます。

平成 31（2019）年２月
大阪府消費生活センター

本書の見方
　「身近な事例で学ぶ！高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～授業ですぐ使えるワー
クシート付き～」を本書では「本教材」といいます。本教材は①指導ガイド、②教材、③ワークシート
で構成されています（参考：本教材 P3）。実践事例の見出しと本教材の①指導ガイド、②教材、③ワー
クシートの関連を下図に示します。

実践事例の構成
　本書に掲載した実践事例の構成は、以下のとおりです。

モデル授業時に使用し、または参
考にした①指導ガイド、②教材、
③ワークシートの見出しやページ
を記載しています。

「3 具体的な展開」、「6 学習の成果と課題」、「7 アンケートの回答、
生徒から出た意見や反応など」では、各校教員が授業をするうえで、
工夫した点やアレンジした点、生徒たちの反応なども記載しています。
「4配付資料・教材等」では、授業時に使用した資料・教材等を記載し、
これらのホームページのＵＲＬを記載することにより、内容等を確か
めることができるようにしています。実践事例集を授業の組立てや学
習指導案作成の参考資料として役立てていただければ幸いです。

①指導ガイド

ワークシートと「高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』」の指導ガイド・教材との関連
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ワークシート 使用する指導ガイド・教材

１．商品の安全　～安全の理解・危険の回避～
指導ガイド Ｐ4、 教材❶ Ｐ6

１．商品の安全　～安全の理解・危険の回避～
指導ガイド Ｐ4、 教材❷ Ｐ8

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❸ Ｐ12

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❹ Ｐ16

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❺ Ｐ17

３．生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～
指導ガイド Ｐ18、 教材❻ Ｐ20

３．生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～
指導ガイド Ｐ18、 教材❼ Ｐ21

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材❽ Ｐ26、 教材❺ Ｐ17

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材❾ Ｐ27

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材� Ｐ28

５．消費者市民社会の構築　～持続可能な消費の実践～
指導ガイド Ｐ30、 教材� Ｐ32

健康食品（ダイエット食品） 年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）

1広告を見て、ダイエット食品などの「健康食品」について考えてみよう。

2事例を見て「健康食品」で健康被害を受ける原因には、何があるか考えてみよう。

3不適切・怪しげな広告や表示を見つけたら、自分やほかの人が健康被害にあわないために、
あなたはどんな行動をとりますか？

⑷知りたいことは何か。それが広告に書いてあるだろうか？

⑶なぜ「健康食品」を摂取するのだろう？

⑵広告の特徴

⑴イメージ

もずやん

1 モデル授業実施計画
2 生徒の様子
3 具体的な展開
4 配付資料・教材等
5 評価のポイント
6 学習の成果と課題
7 アンケートの回答、生徒から出た意見や反応など
8 本教材を活用した授業を終えて

②教材 ③ワークシート

［実践事例］
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Ⅰ 1. 商品の安全　～安全の理解・危険の回避～

教材❶　健康食品（ダイエット食品）　

学校名：大阪府立阿倍野高等学校
教　科：家庭科
教諭名：中島　美保子

1モデル授業実施計画
1．本時の題材について
　生徒は小・中学校で食生活や栄養について学んでいるが、必ずしも健康で安全な食生活を営んでいるとは
言いがたい。また、食生活の変化等により、肥満や若年性糖尿病などの生活習慣病をもつ生徒、やせ願望の
ある生徒やフードファディズムの考えにとらわれて適切な食べ方を理解していない生徒も多くみられる。
　本時の題材を通して、安全で健康的な食生活を送るために、正しい知識を身に付けるだけでなく、食に関
するメディアやマスコミなどの情報や内容を批判的に思考して、適切に読み取り、自分で考えて選択する必
要があることに気づかせる。さらに、消費者問題が生じる背景や、守られるべき権利が侵されることが健康
的な食生活に影響を及ぼすことについても理解させる。

２．題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技　　能 知識・理解
• 安全に配慮した食生
活に関心をもち、意
欲的に学習活動に取
り組んでいる。
• 食品の表示等に関心
をもち食生活の安全
について考えようと
している。

• 食品をめぐる近年の
事例から食生活の安
全性について思考を
深めている。
• 安全に配慮した食生
活のあり方につい
て、課題を解決する
ための手段を考えて
いる。
• 安全性に配慮した食
生活について、主体
的にまとめ、発表し
ている。

・主体的に食生活を営む
ために必要な情報を
整理し、検討するこ
とができる。

・健康で安全な食生活に
ついての生活情報を
収集・整理すること
ができる。

• 食生活を取り巻く環
境が変化している現
状を理解している。

・現代の食生活や食品
の安全性についての
課題を認識し、その
知識を身に付けてい
る。

・消費者市民として自
分だけでなく他者も
安全な食生活を送る
ことができるような
知識や視点を身に付
けている。

4
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本書についてはじめに
目　的
　本書は、消費者教育教材「身近な事例で学ぶ！高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～
授業ですぐ使えるワークシート付き～」を活用して、高等学校における消費者教育を促進することを目
的として作成しました。平成 30（2018）年度に大阪府消費生活センターが「大阪府消費者教育推進モデ
ル校」として指定した府立高等学校 3校で実施したモデル授業の内容を、ご担当いただいた教員の方々
に執筆していただき、実践事例集としてとりまとめました。本書を参考にして、準備に多くの時間をかけ
ることなく授業を行っていただけるよう、構成について工夫しています。「家庭科」や「公民科」などの授
業はもとより、生徒の消費生活の指導に際しても本書をご活用ください。

　平成 30（2018）年 6月に、成年年齢を20 歳から18 歳に引き下げること等を内容とする
民法の一部を改正する法律が成立し、2022年 4月1日から施行されることになりました。改
正民法が施行されると、18 歳以上の若者は親権者等の同意なしで契約をしたりクレジット
カードを所持したりすることができるようになります。このため、新たに成年となる若年者の
消費者被害の防止・救済のための制度整備や、自主的かつ合理的に社会の一員として行動す
る自立した消費者の育成のための若年者への実践的な消費者教育の実施が喫緊の課題となっ
ています。
　国では、成年年齢引下げを見据えて、2018 年 2月20日に若年者への消費者教育の推進
に関する4省庁関係局長連絡会議において「若年者への消費者教育の推進に関するアクショ
ンプログラム」が決定されました。このアクションプログラムでは、関係省庁が連携し、2018
年度から2020 年度の３年間を集中強化期間として、全国の高等学校等で、国等が作成した
教材を活用した消費者教育の授業を実施することが目標とされています。
　また、学習指導要領が改訂され、学校教育現場においても、消費者教育が充実されるとと
もに、新学習指導要領が適用されるまでの移行期間の特例が設けられています。
　現在、大阪府消費生活センターに寄せられる相談件数によると、20 歳代になると、消費者
トラブルに関する相談が急増しており、成年年齢が引き下げられると、成人して間もない18
歳、19 歳の若年者が悪質商法の新たなターゲットにされることが懸念されます。
　このような中、当センターでは、高校生期における消費者教育を推進するため、平成 28
（2016）年度に「高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～授業ですぐ使える
ワークシート付き～」（平成 29（2017）年 2月）を作成し、平成 29（2017）年度より、府立高
等学校の中から「大阪府消費者教育推進モデル校」を指定し、本教材の指導ガイドとワーク
シートなどを活用したモデル授業を実施するとともに、その結果をとりまとめた実践事例集
を作成・配布し消費者教育の推進に努めているところです。
　平成 30（2018）年度も「大阪府消費者教育推進モデル校」を指定し、モデル授業の内容を
実践事例集としてとりまとめました。この実践事例集には、平成 29（2017）年度に実施したモ
デル授業をもとに1事例を、どの学校においても取り入れやすいようアレンジし、教職員向け
指導ガイド・教材・ワークシートを作成して掲載しました。
　本実践事例集が府内の高等学校等における消費者教育の実施機会の増加や充実の一助と
なることを切に願っています。
　最後に、モデル授業の実施及び実践事例集の作成にあたり、大阪府消費者教育推進モデル
校はもとより大阪教育大学の鈴木真由子教授、府教育庁をはじめ関係機関各位に多大なご
協力をいただきました。心より感謝申し上げます。

平成 31（2019）年２月
大阪府消費生活センター

本書の見方
　「身近な事例で学ぶ！高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』～授業ですぐ使えるワー
クシート付き～」を本書では「本教材」といいます。本教材は①指導ガイド、②教材、③ワークシート
で構成されています（参考：本教材 P3）。実践事例の見出しと本教材の①指導ガイド、②教材、③ワー
クシートの関連を下図に示します。

実践事例の構成
　本書に掲載した実践事例の構成は、以下のとおりです。

モデル授業時に使用し、または参
考にした①指導ガイド、②教材、
③ワークシートの見出しやページ
を記載しています。

「3 具体的な展開」、「6 学習の成果と課題」、「7 アンケートの回答、
生徒から出た意見や反応など」では、各校教員が授業をするうえで、
工夫した点やアレンジした点、生徒たちの反応なども記載しています。
「4配付資料・教材等」では、授業時に使用した資料・教材等を記載し、
これらのホームページのＵＲＬを記載することにより、内容等を確か
めることができるようにしています。実践事例集を授業の組立てや学
習指導案作成の参考資料として役立てていただければ幸いです。

①指導ガイド

ワークシートと「高校生向け消費者教育教材『めざそう！消費者市民』」の指導ガイド・教材との関連

ワーク

1

ワーク

2

ワーク

3

ワーク

4

ワーク

5

ワーク

6

ワーク

7

ワーク

8

健康食品
（ダイエット食品）

製品
（カラーコンタクトレンズ）

若者によくある
消費者被害

稼げないアルバイト

クレジットカードと
キャッシュレス化

奨学金制度

社会人の生活設計と
社会保障制度

ネットショッピングと
電子マネー

著作権・肖像権

ＳＮＳ

消費者市民社会って
な～に？

ワーク

9

ワーク

10

ワーク

11

ワークシート 使用する指導ガイド・教材

１．商品の安全　～安全の理解・危険の回避～
指導ガイド Ｐ4、 教材❶ Ｐ6

１．商品の安全　～安全の理解・危険の回避～
指導ガイド Ｐ4、 教材❷ Ｐ8

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❸ Ｐ12

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❹ Ｐ16

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～
指導ガイド Ｐ10、 教材❺ Ｐ17

３．生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～
指導ガイド Ｐ18、 教材❻ Ｐ20

３．生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～
指導ガイド Ｐ18、 教材❼ Ｐ21

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材❽ Ｐ26、 教材❺ Ｐ17

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材❾ Ｐ27

４．情報とメディア　～情報リテラシー～
指導ガイド Ｐ24、 教材� Ｐ28

５．消費者市民社会の構築　～持続可能な消費の実践～
指導ガイド Ｐ30、 教材� Ｐ32

健康食品（ダイエット食品） 年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）

1広告を見て、ダイエット食品などの「健康食品」について考えてみよう。

2事例を見て「健康食品」で健康被害を受ける原因には、何があるか考えてみよう。

3不適切・怪しげな広告や表示を見つけたら、自分やほかの人が健康被害にあわないために、
あなたはどんな行動をとりますか？

⑷知りたいことは何か。それが広告に書いてあるだろうか？

⑶なぜ「健康食品」を摂取するのだろう？

⑵広告の特徴

⑴イメージ

もずやん

1 モデル授業実施計画
2 生徒の様子
3 具体的な展開
4 配付資料・教材等
5 評価のポイント
6 学習の成果と課題
7 アンケートの回答、生徒から出た意見や反応など
8 本教材を活用した授業を終えて

②教材 ③ワークシート

［実践事例］
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指導ガイド Ｐ４,５
教材 Ｐ6,7
ワークシート 　　 （Ｐ1）ワーク

1

Ⅰ 1. 商品の安全　～安全の理解・危険の回避～

教材❶　健康食品（ダイエット食品）　

学校名：大阪府立阿倍野高等学校
教　科：家庭科
教諭名：中島　美保子

1モデル授業実施計画
1 ．本時の題材について

　生徒は小・中学校で食生活や栄養について学んでいるが、必ずしも健康で安全な食生活を営んでいるとは
言いがたい。また、食生活の変化等により、肥満や若年性糖尿病などの生活習慣病をもつ生徒、やせ願望の
ある生徒やフードファディズム※の考えにとらわれて適切な食べ方を理解していない生徒も多くみられる。
　本時の題材を通して、安全で健康的な食生活を送るために、正しい知識を身に付けるだけでなく、食に関
するメディアやマスコミなどの情報や内容を批判的に思考して適切に読み取り、自分で考えて選択する必要
があることに気づかせる。さらに、消費者問題が生じる背景や、守られるべき権利が侵されることが健康的
な食生活に影響を及ぼすことについても理解させる。
※「○○を食べれば痩せる」など科学的根拠のないことを過大に信用・評価すること。

２．題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技　　能 知識・理解

• 安全に配慮した食生
活 に 関 心 を も ち、意
欲的に学習活動に取
り組んでいる。

• 食品の表示等に関心
を も ち、食 生 活 の 安
全について考えよう
としている。

• 食品をめぐる近年の
事例から食生活の安
全性について思考を
深めている。

• 安全に配慮した食生
活 の あ り 方 に つ い
て、課 題 を 解 決 す る
ための手段を考えて
いる。

• 安全性に配慮した食
生 活 に つ い て、主 体
的 に ま と め、発 表 し
ている。

・主体的に食生活を営む
ために必要な情報を
整理し、検討するこ
とができる。

・健康で安全な食生活に
ついての生活情報を
収集・整理すること
ができる。

• 食生活を取り巻く環
境が変化している現
状を理解している。

・現代の食生活や食品
の安全性についての
課 題 を 認 識 し、そ の
知識を身に付けてい
る。

・消費者市民として自
分だけでなく他者も
安全な食生活を送る
ことができるような
知識や視点を身に付
けている。

4
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指導ガイド Ｐ４,５
教材 Ｐ6,7
ワークシート 　　 （Ｐ1）ワーク

1

Ⅰ 1. 商品の安全　～安全の理解・危険の回避～

教材❶　健康食品（ダイエット食品）　

学校名：大阪府立阿倍野高等学校
教　科：家庭科
教諭名：中島　美保子

時間 学習活動（生徒） 指導上の留意点（指導者）〔評価規準〕・（評価方法） 教材・教具

導
入（
10
分
）

・本時のテーマと学習の
目標を知る。

・健康食品の広告プリン
トを見て、問題点がな
いか考える。

・授業プリント（Ｐ9）に気
になった理由を記入す
る。

・フードファディズムに
ついて理解し、授業プ
リント（Ｐ9）に記入する。

・健康食品の広告プリン
トを見て気になる点を
各自考えさせ、授業プ
リント（Ｐ9）に自分の考
えを記入させる。

・フードファディズムに
ついて理解させ、授業
プリント（Ｐ9）に記入さ
せる。

・食品をめぐる近年の事
例から食生活の安全性
について思考を深め、
安全に配慮した食生活
のあり方について考え
ている。〔思考・判断・
表現〕（授業プリント（Ｐ9））

・健康食品の
　広告プリント
・授業プリント（Ｐ9）

展
開
１（
5
分
）

・広告を見て、自分なら
購入するかしないかを
考える。

・購入する場合、しない
場合の理由を考える。

・授業プリント（Ｐ9）にま
とめさせる。

・措置命令・事
故情報のプリ
ント

・授業プリント（Ｐ9）

５．本時の展開

3．題材の指導計画
食生活を作る　( 全 10 時間 )※ 1単位時間は 50分
　第１・２時　　食生活の課題を考えよう（本時）　　　　
　第３・４時　　食事と栄養・食品
　第５・６時　　食生活の安全と衛生
　第７・８時　　これからの食生活
　第９・10 時　  調理の基本

4．本時の目標　　　
○食品をめぐる近年の事例から食生活の安全性について思考を深め、安全に配慮した食生活のあり方につ

いて考えさせる。	 〔思考・判断・表現〕
○安全性に配慮した食生活のあり方について、課題を解決するための手段を考えさせる。〔思考・判断・表現〕
○フードファディズムにとらわれず、現代の食生活の課題や食品の安全性について認識し、その知識を身

に付けさせる。	 〔知識・理解〕
○自分だけでなく、周囲も安全な食生活を送ることができるような知識や視点を身に付けさせる。
		  〔知識・理解〕

5
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3具体的な展開（工夫した点、アレンジした点）
①最新の正確な情報を生徒に示すため、消費者庁のウェブサイトから措置命令や事故情報に関する資料を抜粋

した。事例として用いたものは、どの部分がなぜ問題なのかが具体的に書いてあるため、指導しやすかった。
また、生徒に身近な資料とするため、事故情報データバンクシステムからは、１０代から２０代の食に関す
る事故情報を抜粋し、まとめた。

②生徒にじっくり考えさせるために、検討の時間を十分にとった。また、どのようにまとめればよいかわから
ない生徒に対しては、メディアリテラシーやフードファディズムの観点から適宜アドバイスを行い、方向性
を示し、考えをまとめられるよう指導を行った。

③批判的な視点で広告を見ることが大切と考え、班でまとめる模造紙には、ⅰ）具体例を挙げて広告の問題点
を指摘する、ⅱ）どんな人がだまされやすいのか、 ⅲ）だまされないようにするにはどうすればよいか 、ⅳ）
もしだまされたらどこに相談すればよいか の４点を記載させた。

④発表した模造紙を一斉に展示し、他の班がどのような観点で考えをまとめ、何に注目しているか、また、ど
のようにアピールするとわかりやすいかを比較検討させた。

2生徒の様子

展
開
１

・班で広告と事故事例に
ついて話し合う。

・班で広告の問題点と、
なぜ被害にあうのか、
被害にあわないために
はどのような行動をと
ればよいかを討議す
る。

・意見交換することで、
自分の考えをまとめさ
せる。また、他者の考
えを理解させる。

・問題が起こったときの
対処法と相談窓口につ
いて、確認させる。

・安全性に配慮した食生
活のあり方について、
課題を解決するための
手段を考えている。〔思
考・判断・表現〕（授業
プリント（Ｐ9））

・消費生活相談
窓 口 のリーフ
レット

展
開
２（
60
分
）

・班で授業プリント（Ｐ9）

の内容を模造紙（Ｐ8）に
まとめる。

・わかりやすい発表方法
を検討する。

・ 模造紙（Ｐ8）に記入する
下記の４点を記載した
説明用シートを黒板に
貼る。

　ⅰ具体例を挙げて広告
の問題点を指摘する

　ⅱどんな人がだまされ
やすいのか

　ⅲだまされないように
するにはどうすれば
よいか

　ⅳもしだまされたらど
こに相談すればよい
か

・自分たちの考えを他者
にうまく伝える方法を
考え、工夫させる。

・安全性に配慮した食生
活についての考えをま
とめ、発表することが
できる。〔思考・判断・
表現〕（授業プリント（Ｐ9）・
発表内容・発表の態度）

・模造紙（Ｐ8）

・マジック
・消費生活相談

窓口のリーフ
レット

・説明用シート

展
開
３（
10
分
）

・班毎に発表する。発表
班以外の生徒は授業プ
リント（Ｐ9）に問題点を
メモする。

・授業プリント（Ｐ9）にメ
モを記入させ、広告や
情報の特徴を理解させ
る。

・模造紙（Ｐ8）

・授業プリント（Ｐ9）

展
開
４（
5
分
）

・さまざまな意見や考え
を聞き、感想をまとめ
る。

・安全で健康な食生活を
送ることができるよ
う、広告や情報に惑わ
されないためにはどう
すればよいかを考え
る。

・自分自身の判断を見つ
め、適切な意思決定や
消費行動のあり方につ
いて考えさせる。

・見えない情報や広告・
表示に惑わされてしま
う理由について考え、
消費者には批判的思
考、冷静な判断が必要
なことに気づかせる。

・フードファディズムに
とらわれず、現代の食
生活の課題や食品の安
全性について認識し、
その知識を身に付けて
いる。〔知識・理解〕

  （授業プリント（Ｐ9））

・授業プリント（Ｐ9）

ま
と
め（
10
分
）

・消費者市民としての行
動について考えられる
ようにする。

・本時の学習で「わかっ
たこと」を（授業プリン
ト（Ｐ9））に記入する。

・資料集に掲載している
健康食品マークを説明
する。

・自分だけでなく、周囲
も安全な食生活を送る
ことができるようにす
るには、どうすればよ
いか考えさせる。

・自分だけでなく周囲も
安全な食生活を送るこ
とができるような知識
や視点を身に付けてい
る。〔知識・理解〕（授業
プリント（Ｐ9））

・授業プリント（Ｐ9）

・教科書
・資料集

6
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3具体的な展開（工夫した点、アレンジした点）
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6学習の成果と課題
①学習の成果
　生徒は、教師からの基本的なアドバイスをもとにして、自分たちの考えを深め、意見交換し、課題をま
とめた。食という身近な問題だけあって、生徒の興味・関心のもち方が新鮮で、班ごとに観点や模造紙に
記載するテーマ設定の仕方にも、こちらが感心させられるものがあった。さらに、自分のことだけでなく
「周囲（家族や友達）にも教えたい」「困ったときにはどこに連絡すればよいかわかった」など、消費者
市民としての行動に繋がる広がりを見ることができた。
　今回、食の安全という消費者問題を取り上げてみて、経済・消費生活の分野だけでなく、このような視
点があるのかと逆に生徒に教えられた感がある。再度食分野で取り上げたことで、生徒は１学期に学んだ
消費生活の内容をより理解し、思考を深めることができた。

生徒発表時の模造紙

生徒記入の授業プリント

授業プリント（P9）の記述より（感想・今日の授業でわかったこと・感じたこと）

4配付資料・教材等
・ 教科書「家庭基礎」（東京書籍）
・ 資料集「生活学Navi」（実教出版）
・ 措置命令のまとめのプリント
　（消費者庁　景品表示法関連報道発表資料2018年度
　  http://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/fair_labeling/release/2018/ ）
・ 消費者庁「事故情報データバンクシステム」のまとめのプリント
　（事故情報データバンクシステム　http://www.jikojoho.go.jp/ai_national/ ）
・ 「消費生活相談窓口」
　 （大阪府消費生活センター　http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/78/00000026/1805KeiyakuSoudan_Omo.pdf ）
・ 授業プリント（Ｐ9）

・ 説明用シート（黒板貼付用）

5評価のポイント
①広告から、フードファディズムを理解し、どの内容が問題でどの点に気を付けなければならないかについて
考えを深めて、自分の言葉でまとめている。

②消費者市民として、自分は何ができ、どのように行動すればよいかを理解している。
③自分たちの考えをまとめ、アピールポイントを押さえながらわかりやすく模造紙に書き込み、発表してい
る。

・食べるだけでやせるということはなく、いろいろ工夫することでやせる。バランスのよい食事と運動が健康
に欠かせないことだと改めてわかった。

・７～８割の人がネット購入であり、契約についてよく読んでいない。契約内容をよく見ず、主観だけで買っ
てしまい、だまされる。自分はその広告だけでなく、ＨＰなどを見て内容を確認して決め、他の人が買おう
としていたら、その広告に不適切なところがあることを説明する。

・自分はだまされないと思っているが、だまされる可能性はあると気づいた。広告の言葉をそのまま信じるの
はいけないと思った。これからは疑問に思ったら、調べてみるようにしたい。
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7 アンケート回答、生徒から出た意見や反応など
◆アンケートのおもな質問と回答（対象者：１学年（40人））
　　　ⅰ）これまでに健康食品を購入したことがありますか。それはなぜですか。

大阪府消費生活センターよりひとこと 
　大阪府消費生活センターの消費生活相談窓口に寄せられる内容のうち、健康食品や化粧品の定期購入に関
する消費者トラブルは多数あります。メディアやマスコミなどの誇大広告や情報にとらわれず、批判的な視
点をもち冷静に判断する能力を養うことは、さまざまなトラブルに巻き込まれず適切な行動をとり、また周
囲の人にも影響を与えることができる消費者市民につながると考えます。

・班によって考えていることが違っているので、とてもよい勉強になった。
・自分ではこんな健康食品などを買わないと思っていても、もしかしたら引っかかってしまうかもしれないの
で、そういう時は自分以外の人が被害にあわないように、「188」に連絡して、どんどんこのようなものを
この世界から減らせたらいいと思った。

・普段は健康食品に触れる機会が多くないので、だまされたりする人がいるとは深く考えてなかったが、この
授業を通して危険性や予防策がよくわかった。健康食品を購入して健康被害にあってしまうと意味がないの
で、表示や効果をしっかり確認して買うことが大切だと感じた。

・健康食品以外にも、毎日買い物している商品の表示や成分をよく見るようにしようと思った。すぐに信じ
ず、疑うことが大切。

・商品には全ての情報が書かれていないなど、本当のこととは限らないので、気を付けようと思った。
・普段の買い物で共通する「買う前に少し考える」は、とても大切なことだと思った。
・どういう点に着目して、健康食品を買うべきかわかった。もし大人になって、買うときが来たら、本当に必
要なのかしっかり考えたい。

・健康食品の広告は、端から端まで見ようと感じた。フードファディズムを覚えておいて、被害にあったらす
ぐに相談しようと思った。

・だまされやすい年代は10～20代の若者であるとわかった。自分たちと同世代も含まれ、ＳＮＳなどでも似
たような広告が流れてくるので、他人事ではないと実感した。

・自分も「こんなに簡単にやせられるのか。すごい！」と魅力的に感じることがあったけど、しっかり説明を
読んで、危険がないかを確認しようと思った。

・姉がこの前、広告を見て「すごいな！」と言っていたので、今日学んだ話などをしてあげようと思った。

②課題
　　生徒の反応を見ていると、この教材を使用したことで、考えを深めさせることができたと実感した。
　　授業プリントに重複する項目があったため、何を記入すべきか生徒が戸惑う場面も見られた。また、発表
後に再度、班で討議する時間がとれなかった。他者の意見を共有し、さらに理解を深めるために、振り返り
の討議は必要だと考える。今後は授業プリントの質問内容を工夫するなど検討・精選し、時間配分を考慮し
たい。

　　授業の準備をするうえで、教材の指導ガイドに記載されている「こんな活用もできます」からヒントをも
らい大変参考になった。今後も指導ガイドにさまざまな活用方法を載せていただきたい。また、自分でも活
用方法を探り、食分野だけでなく、衣生活や住生活の分野でも消費者教育を実施したい。

8 本教材を活用した授業を終えて（活用してよかった点、生徒の様子など）
　この教材を活用することで、普段取り上げたくても、時間の関係で取り上げることができなかったフード
ファディズムやメディアリテラシーについて授業を実施することができた。生徒はこちらが想定していたこ
とよりも多くのことを、授業を通して学び、学習を深めることができた。さらに、こちらの狙いであった消
費者市民として何をすべきかを理解し、行動してくれると期待する。この教材を活用することは、生徒に
とっても、教師にとっても非常に有効であると考える。

　　　ⅱ）今後、健康食品を購入しようと思いますか。それはなぜですか。

　　　ⅲ）今後、健康食品を購入することがあれば、何に着目して購入しますか（複数回答可）。

価格や送料
健康食品に含まれる成分の効果
副作用
契約内容（特典や購入回数、返品条件など）
キャッチコピーや体験談
その他

28
24
20
20
13
2

着目する点 人　数

はい２人

いいえ
38人

「はい」の理由
　・飲みたかったから　　　　・信頼と効果が期待できた

「いいえ」の理由
　・あまり興味がないから　　・こわいから　
　・怪しいから　　　　　　　・自分には必要ない　など

はい２人

いいえ
38人

「はい」の理由
　・継続していきたいから

「いいえ」の理由
　・だまされるかもしれないから
　・購入する理由がないから

・自分で努力していきたいから
・無駄だから　など
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学校名：大阪府立泉大津高等学校
教　科：公民科（現代社会）
教諭名：服部　豪

Ⅱ 2. 生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～

教材❺　クレジットカードとキャッシュレス化

1 モデル授業実施計画
1 ．本時の題材について

　これまで日本におけるキャッシュレス決済は、クレジットカードがメインであり、原則として高校生は利用
できなかった。しかし、近年では、ＩＣＴ（情報通信技術）の発展等によりさまざまな電子マネーが普及し、
本校での事前アンケートにおいても、50％以上の生徒がＩＣＯＣＡなどの交通系電子マネーを利用したこと
があると答えている。また、本校は、商店や飲食店などでアルバイトをする生徒も多く、生徒自身がクレジッ
トカードを利用したことがなくても、従業員としてクレジットカードなどによるキャッシュレス決済に触れる
機会もある。折しも成年年齢が 18 歳に引き下げられる改正民法が成立し、2022 年 4 月から施行されること
が決まった中、消費者トラブル等を防止するための消費者教育の重要性は増してきている。
　今回、モデル授業を実施した生徒 ( ３年生 ) はこれまでの授業の中で経済分野について学習し、その中で市
場経済の考え方や、消費者の立場や権利を確認してきた。本時を含んだ学習成果発表によって、これを単に「教
科書に書いてあった知識」としてではなく、「実際に自分に関係のあること」、「日常生活とつながっていること」
として落とし込み、自分の消費行動が社会によい影響を与えるよう消費者市民としての自覚をもたせることを
目標とする。

２．題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

• 消費者の立場や消費
者 問 題 に 関 心 を も
ち、そ の 内 容 を 学 ぼ
うとしている。

• キャッシュレス決済
に つ い て、こ れ ま で
の自分の利用体験等
を積極的に周囲と共
有 し よ う と し て い
る。

• 市場経済における消
費者の権利と保護に
つ い て 思 考 し、そ の
内容を意見として述
べることができる。

• 学習した知識と日常
生活との結びつきを
踏 ま え、消 費 者 市 民
として果たすべき役
割や具体的な行動に
つ い て 考 え、個 人 や
企業の経済活動のあ
り方について公正に
判 断 し、そ の 過 程 や
結果をさまざまな方
法で適切に表現でき
る。

• 消費者問題の資料を
収 集 し、消 費 者 の 権
利と保護を考えるた
めに情報を整理し活
用できる。

• 収 集 し た 資 料 を、グ
ル ー プ 活 動 に い か
し、発 表 資 料 と し て
わかりやすくまとめ
整理することができ
る。

• クラスメイトの発表
を聞いて支払方法の
メリット・デメリッ
トをまとめることが
できる。

• さ ま ざ ま な キ ャ ッ
シュレス決済方法が
あることや、その概要
を理解し、身に付けて
いる。

• 消費者市民としての
行動を理解している。

• 現代の経済社会にお
ける金融の意義や役
割、消費者市民として
果たすべき役割や行
動について理解し、そ
の知識を身に付けて
いる。
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指導ガイド Ｐ10,11
教材 Ｐ17
ワークシート 　　 （Ｐ5）ワーク

5

学校名：大阪府立泉大津高等学校
教　科：公民科（現代社会）
教諭名：服部　豪

Ⅱ 2. 生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～

教材❺　クレジットカードとキャッシュレス化

時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 〔評価規準〕・（評価方法） 教材・教具

第
２
時

導
入（
10
分
）

・「成年年齢を20歳か
ら18歳 に 引 き 下 げ
る改正民法が国会通
過」などのニュース
のコピーを見て時事
に触れる。

・発表方法のポイント
を確認する。

・ニュースのコピーを
配付し、成年年齢引
下げのニュースに関
心をもたせる。

・調べ学習のグループ
分け、まとめる内容、
見やすくなるポイン
トなどを伝え、まと
め見本プリント※（ｐ14）

を配付し、発表に向
けてイメージをもた
せる。

・グループの中での自
分の役割を理解し、
グループとして発表
する姿勢ができてい
る。〔関心・意欲・態
度〕（学習状況の観
察）

・ニュースのコピー
・まとめ見本
　プリント※（ｐ14）

展
開
１（
10
分
）

・さまざまな支払方法
（カード等）があるこ
とを確認する。

・アンケートを記入す
る。

・クレジットカードや
電子マネー、デビッ
トカード、モバイル
決済など教員が実際
に利用している約20
種類のカード(カード
サンプル)をＡ４サイ
ズに拡大し、生徒に
1枚ずつ見せながら
説明する。

・7種類の支払い方法
の 利 用 経 験 に つ い
て、アンケートを配
付し、記入させる。

・キャッシュレス決済
の 種 類 や 方 法 な ど
を理解している。〔知
識・理解〕（学習状況
の観察）

・カードサンプル
・Ｂ４画用紙（ｐ17）

・カラーペン
・ワークシート（ｐ17）

・アンケート用紙

3．題材の指導計画
市場経済における消費者　( 全５時間 )※ 1単位時間は 50分

第１時　自立した消費者へ　賢い消費者になろう
第２時　電子マネー＆クレジットカードなどの支払方法（調べ学習）
第３時　電子マネー＆クレジットカードなどの支払方法（調べ学習、まとめ）
第４時　電子マネー＆クレジットカードなどの支払方法（発表準備）
第５時　クレジットカードとキャッシュレス化　発表（本時）

４．本時の目標　　　
○グループ内での自分の役割を理解し、発表する姿勢や聞く姿勢ができている。〔関心・意欲・態度〕
○資料を活用し、自らの経験などを踏まえ、わかりやすく発表できている。〔資料活用の技能・表現〕
○発表を聞いて、メリット・デメリットを自分なりにまとめ、整理できている。〔資料活用の技能・表現〕
○キャッシュレス決済の種類や方法などを理解している。	 〔知識・理解〕
○消費者市民としての行動を理解し、消費者市民社会について具体的な行動と結び付けて説明できる。	

	 〔知識・理解〕

５．第 2 、 3 時及び本時の展開
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第
２
時

展
開
２（
25
分
）

・グループごとに決め
られた支払方法を調
べる。

・スマートフォンな
どの使用を許可し、
誤った情報に気を付
け、さまざまなサイ
トを利用して調べさ
せる。

・発表時に提示するB4
画用紙(p17)は、印刷
してクラス全員に配
付する。

・活動に入る前にまと
め 見 本 プ リ ン ト ※
(p14)を見せながら各
決済方法の次の４点
について調べること
を伝える。

　ⅰどんな機能があるか
　ⅱほかの支払方法と

　比べてのメリット
　ⅲほかの支払方法と

　比べてのデメリット
　ⅳ具体的な名称
・上記以外に支払方法

の歴史や海外との違
いなどについても調
べたりイラストを入
れたりするとよいな
ど、注意点やポイン
トを伝える。

・グループとして資料
活用や発表をする姿
勢ができている。〔関
心・意欲・態度〕(学
習状況の観察)

・Ｂ４画用紙（ｐ17）

・カラーペン
・メモ用紙
・付箋
・ワークシート（ｐ17）

・携帯電話、
  スマートフォン

ま
と
め（
５
分
）

・役割分担について説
明を聞く。

・提出期限を伝え、グ
ループ内で役割分担

（発表担当、調べる
担当など）を自主的
に決定させる。

・ワークシート（ｐ17）

・まとめ見本
　プリント※（ｐ14）

第
３
時

導
入（
５
分
）

・調べ学習の続きにつ
いて確認する。

・発表日時、担当者の
決め方について再度
伝える。

・ワークシート（ｐ17）

・まとめ見本
　プリント※（ｐ14）

展
開（
40
分
）

・第2時の調べ学習の
続きや、本時に発表
を行うための読み原
稿の作成、発表資料
の準備などをする。

・各グループの進捗状
況 を 把 握 す る。 作
業が進んでいないグ
ループには適宜、声
かけをして準備を促す。

・第２時展開２と同様 ・第２時展開２と
同様

ま
と
め（
５
分
）

・発表について説明を
聞く。

・グループごとに後日、
発表する旨を伝える。

※まとめ見本プリント ( 裏面 )
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本
時

導
入（
５
分
）

・発表について注意点
を聞く。

・Ｂ４画用紙（ｐ17）をま
とめて印刷した、発
表まとめプリントを
配付し、各グループ
に発表させる。以下
の発表の注意点を伝
える。

①発表時間は１グルー
プ３～４分。　

②発表グループ以外の
生徒は、発表を聞い
てワークシート（ｐ17）

に支払方法のメリッ
ト・デメリット、発
表 の 評 価 を 記 入 す
る。

③カードサンプルは自
由に使用可。

・発表まとめ
　プリント
・ワークシート（ｐ17）

・Ｂ４画用紙（ｐ17）

・カードサンプル

展
開（
40
分
）

・Ｂ４画用紙（ｐ17）を提
示 し な が ら 発 表 す
る。

①現金
②クレジットカード
③プリペイドカード
④電子マネー（プリペ

イド）
⑤電子マネー（ポスト

ペイ）
⑥デビットカード
⑦モバイル決済
・発表を聞いている生

徒はメリット・デメ
リット、評価をワー
ク シ ー ト に ま と め
る。

・グループごとに発表
させる。

・各支払方法のメリッ
トやデメリットなど
を理解させる。

・グループ内での自分
の役割を理解し、発
表する姿勢ができて
いる。〔関心・意欲・
態度〕（発表）

・自らの経験などを踏
まえ、わかりやすく
発表できている。〔資
料活用の技能・表現〕

（発表）
・発表を聞く姿勢がで

きている。〔関心・意
欲・態度〕（学習状況
の観察）

・ 発 表 を 聞 い て、 メ
リット・デメリット
を自分なりにまとめ
整理できている。〔資
料活用の技能・表現〕

（ワークシート、定期
考査）

・キャッシュレス決済
の 種 類 や 方 法 な ど
を理解している。〔知
識・理解〕（ワーク
シート・定期考査）

・発表まとめ
  プリント
・ワークシート（ｐ17）

・Ｂ４画用紙（ｐ17）

・カードサンプル

ま
と
め（
５
分
）

・自分の消費行動が社
会によい影響を与え
るよう消費者市民と
して自覚する。

・成人になって消費者
トラブルにあわない
よう注意喚起する。

・消費者市民としての
行動を理解し、消費
者市民社会について
具体的な行動と結び
付けて説明できる。

〔知識・理解〕（ワーク
シート（P17））
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3具体的な展開（工夫した点、アレンジした点）
①教員が説明して、生徒が板書を写すというような講義形式の授業ではなく、グループに分かれてスマート
フォンを用いた調べ学習を行った。また、調べてまとめたＢ４画用紙 (p17)（39人、７グループ分）については、
発表時にコピーして各生徒に配付し、記載内容から２学期中間テストに出題する形式を取った。生徒が主
体的に学び、それをグループで共有し、クラスで発表したものを定期考査で理解を確認するという一つの
流れを作ることができた。

②生徒の普段の決済手段について事前アンケートを行い、授業の展開を考える参考情報とした。
③キャッシュレス決済を学ぶに当たり、クレジットカードやデビットカードなど教員の手もちのカードをＡ
４サイズに拡大し、生徒に各種カードのイメージをもたせた。また、普段使用している現金との比較がで
きるようワークシート (p17) に現金を加えてアレンジした。その結果、現金との違いや、現金と比較してのメ
リット・デメリットについて考えさせることができた。また、今後キャッシュレス決済は主流になってい
くと思われるので、ポイントをためるなどのメリットも伝え、バランスのよい情報提供を心掛けた。

④グループ形成に当たっては、授業をとおしてクラス内での人間関係を築いていくことも考慮に入れ、クジ
引きによるものとし、不都合がある場合はメンバーの了承のもとに変更を可能とした。

⑤発表に際しては、ワークシート (p17) の中に他のグループの発表に対する評価欄を作った。他グループの発表
を聞き、それを評価し合い、２学期以降のグループ学習や調べ学習にいかしていくことができるよう工夫
した。

2生徒の様子 4配付資料・教材等
・事前アンケート (P18)

・ まとめ見本プリント（（表面）発表の注意、（裏面）※(P14)）
・ワークシート (P17)

・ 発表まとめプリント（生徒が作成した画用紙のコピー）
・クレジットカードや電子マネーなどを拡大したカードサンプル（約 20枚）

5評価のポイント
①スマートフォンを用いて調べた内容を、自分なりにわかりやすくまとめることができる。特に、間違った情
報に惑わされずに、適切な情報を選び取ることができる。

②積極的にグループ活動に参加し、自分の意見を述べたり、他者の意見を聞いたりして、グループとしてのま
とめを作成することができる。

③グループで工夫してまとめ、発表の際には、大きな声で、わかりやすく内容を伝え、ポイントを強調するな
どの工夫をしている。

6学習の成果と課題

 
 

 

カードの紛失・盗難によってお金を使われる 

1. 現金  

メリット 4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

2. クレジットカード  

メリット 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

3. プリペイド 

カード・商品券 

※実際の「カード」 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 
デメリット 
 

4. 電子マネー 

（プリペイド） 

メリット 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 
 

5. 電子マネー 

（ポストペイ） 

メリット 

 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

 
 

6. デビットカード 

※visa デビットなど

を含む 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

7. モバイル決済 

※上に出たもののモ

バイル版を含む 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

計画的にお金を使える。支払の管理が必要ないなど 

現金を持ち歩く必要がある。インターネットの支払い
で手数料がかかるなど 

ポイントがたまる。銀行振り込みや代引きの手数料が
かからないなど 

年会費のかかることがある。カードの紛失・盗難によ
る不正利用など 

使い切らないまま忘れてしまう。手数料がかかること
もあるなど 

後払いでいい。お金を受け渡す手間がないなど 

ポイントがつく。加盟店なら海外でも使えるなど 

高額商品には不向き。返金が不可など 

審査なしで発行できる。海外旅行や海外サイトでも使
えるなど 

特定の銀行に囲い込まれる。ポイント還元率はクレジ
ットカードに劣るなど 

持ち運びが簡単。導入しやすい。場所にとらわれず支
払いができるなど 

初期登録が必要。利用カード・ブランドが限られてい
るなど 

登録必要なカードは同意書を確認する。カードの使用方法を確認する 

生徒記入のワークシート 発表画用紙
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3具体的な展開（工夫した点、アレンジした点）
①教員が説明して、生徒が板書を写すというような講義形式の授業ではなく、グループに分かれてスマート
フォンを用いた調べ学習を行った。また、調べてまとめたＢ４画用紙 (p17)（39人、７グループ分）については、
発表時にコピーして各生徒に配付し、記載内容から２学期中間テストに出題する形式を取った。生徒が主
体的に学び、それをグループで共有し、クラスで発表したものを定期考査で理解を確認するという一つの
流れを作ることができた。

②生徒の普段の決済手段について事前アンケートを行い、授業の展開を考える参考情報とした。
③キャッシュレス決済を学ぶに当たり、クレジットカードやデビットカードなど教員の手もちのカードをＡ
４サイズに拡大し、生徒に各種カードのイメージをもたせた。また、普段使用している現金との比較がで
きるようワークシート (p17) に現金を加えてアレンジした。その結果、現金との違いや、現金と比較してのメ
リット・デメリットについて考えさせることができた。また、今後キャッシュレス決済は主流になってい
くと思われるので、ポイントをためるなどのメリットも伝え、バランスのよい情報提供を心掛けた。

④グループ形成に当たっては、授業をとおしてクラス内での人間関係を築いていくことも考慮に入れ、クジ
引きによるものとし、不都合がある場合はメンバーの了承のもとに変更を可能とした。

⑤発表に際しては、ワークシート (p17) の中に他のグループの発表に対する評価欄を作った。他グループの発表
を聞き、それを評価し合い、２学期以降のグループ学習や調べ学習にいかしていくことができるよう工夫
した。

2生徒の様子 4配付資料・教材等
・事前アンケート (P18)

・ まとめ見本プリント（（表面）発表の注意、（裏面）※(P14)）
・ワークシート (P17)

・ 発表まとめプリント（生徒が作成した画用紙のコピー）
・クレジットカードや電子マネーなどを拡大したカードサンプル（約 20枚）

5評価のポイント
①スマートフォンを用いて調べた内容を、自分なりにわかりやすくまとめることができる。特に、間違った情
報に惑わされずに、適切な情報を選び取ることができる。

②積極的にグループ活動に参加し、自分の意見を述べたり、他者の意見を聞いたりして、グループとしてのま
とめを作成することができる。

③グループで工夫してまとめ、発表の際には、大きな声で、わかりやすく内容を伝え、ポイントを強調するな
どの工夫をしている。

6学習の成果と課題

 
 

 

カードの紛失・盗難によってお金を使われる 

1. 現金  

メリット 4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

2. クレジットカード  

メリット 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

3. プリペイド 

カード・商品券 

※実際の「カード」 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 
デメリット 
 

4. 電子マネー 

（プリペイド） 

メリット 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 
 

5. 電子マネー 

（ポストペイ） 

メリット 

 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

 
 

6. デビットカード 

※visa デビットなど

を含む 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

7. モバイル決済 

※上に出たもののモ

バイル版を含む 

メリット 

 
 

4 

3 

2 

1 

デメリット 

  

計画的にお金を使える。支払の管理が必要ないなど 

現金を持ち歩く必要がある。インターネットの支払い
で手数料がかかるなど 

ポイントがたまる。銀行振り込みや代引きの手数料が
かからないなど 

年会費のかかることがある。カードの紛失・盗難によ
る不正利用など 

使い切らないまま忘れてしまう。手数料がかかること
もあるなど 

後払いでいい。お金を受け渡す手間がないなど 

ポイントがつく。加盟店なら海外でも使えるなど 

高額商品には不向き。返金が不可など 

審査なしで発行できる。海外旅行や海外サイトでも使
えるなど 

特定の銀行に囲い込まれる。ポイント還元率はクレジ
ットカードに劣るなど 

持ち運びが簡単。導入しやすい。場所にとらわれず支
払いができるなど 

初期登録が必要。利用カード・ブランドが限られてい
るなど 

登録必要なカードは同意書を確認する。カードの使用方法を確認する 

生徒記入のワークシート 発表画用紙
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8 本教材を活用した授業を終えて（活用してよかった点、生徒の様子など）
今回、３年生「現代社会」における経済分野を夏休み前に実施したが、今回のモデル授業に至るまで、「情

報化の進展」、「経済活動と市場経済の考え方」、「自立した消費者へ」などの基礎知識を踏まえた後に実施する
ことができ、生徒に大きな混乱はなかった。今回のモデル授業実施学年の生徒は、これまでグループ学習や調
べ学習を積極的に行っておらず、「スマートフォンを用いて調べてまとめる」といった授業が果たして成立す
るのかどうかもわからない中、手探りでのモデル授業実施となった。

実際にグループ学習を始めてみると、普段は消極的に授業を聞いている生徒が、周囲の生徒と積極的に会話
を交わしながらいきいきと調べたりまとめたり、逆に、定期考査でしっかりと得点する生徒であっても、うま
くグループ活動に参加できず積極的な姿勢が見られなかったりするなど、普段の座学の授業とはまた違った面
を見ることができた。学習指導要領で求められる、主体的･対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の
視点から見ても、総合的な学力の養成における大きな一歩になったと思う。

モデル授業の題材となった「クレジットカードとキャッシュレス化」についても、生徒にとって身近なもの
であり、近い将来、消費者市民として社会に出て行く生徒たちにとって有意義なものとなった。私が教育活動
において目標としている、「学習している事項を『遠い世界の、自分には関係ないこと』ではなく、『身近な世界の、
自分に関係すること』として理解する」ことも、少しは達成できたのではないかと思っている。

7 アンケートの回答、生徒から出た意見や反応など
①事前アンケート

②事後アンケート
◇キャッシュレス決済を積極的に使いたいと思いますか。

①学習の成果
消費者教育全体を通して、身の周りに起きている消費者トラブルや悪質商法から身を守る方法、具体的な

法律などを学習することができた。また、本時を含めたグループ学習では、高校生にとって身近な電子マネー
やプリペイドカード、今後使用する可能性が高いクレジットカードなどの決済ツールに関する機能や、メリッ
ト・デメリットを総合的・横断的に学習することができた。また、そうした身近な決済ツールについての学
習を通して、学習した知識と日常生活との結びつきを踏まえ、消費者市民として果たすべき役割や具体的な
行動について考察するきっかけづくりをすることができた。加えて、今回の消費者教育の学習によって、今後、
同じ経済分野で学習する金融分野などについての基礎づくりとすることができた。

②課題
モデル授業実施時期の都合上、夏休み前に行ったが、本来はもう少し遅い時期に実施したい。
スマートフォンを用いた授業や、調べたことをまとめたりすることに慣れていない学年なので、何を調べ

てよいのか、どのサイトを信用したらよいのか、どのようにすればうまく伝わるのかなどを、よりしっかり
と事前に確認してから授業展開ができるとよかった。また、グループ活動で活躍しきれていない生徒が散見
されたことも、今後の課題となった。

最近では、キャッシュレス決済の機能をもったカード類が複雑化し、クレジットカードと電子マネーの機
能を併せもつものなど、複数の機能を集約したものが増えている。授業実施前のアンケートにおいても、本
来なら高校生には利用できないはずの「クレジットカードを使ったことがある」と答えた生徒が 5.6％存在
していたが、これはおそらく国際ブランドの「デビットカード」や「プリペイドカード」と混同しているか、
あるいは保護者名義のクレジットカードを使ったことがあると思われる。自分が使っているカードについて
把握していない生徒もおり、混乱する場面も見られた。今後、同様の教材を扱う場合、カード機能の分類を
工夫したほうがよいと思う。

また、授業実施後のアンケートにおいて、キャッシュレス決済を積極的に使いたいと思う生徒が 27.0％、
思わない生徒が 35.1％であり、授業実施後であってもキャッシュレス決済に消極的な生徒が少なくない状
況である。「めんどくさい」、「ややこしそう」といったネガティブな印象をもつのではなく、現金その他を
含めた決済手段のなかから、場に応じて適切な選択ができるように興味・関心をもってほしいと感じた。

大阪府消費生活センターよりひとこと 
　近年、情報化・国際化が進展する中、消費生活においてもキャッシュレス化は避けられない社会情勢にあ
り、また、成年年齢が引き下げられると高校３年生でクレジットカードを作ることができるようになりま
す。キャッシュレス決済の種類や特徴をよく理解し適切な利用を心がけることが、自立した消費者として
安全、安心な消費生活を送るために重要と考えます。

ⅰ　積極的に使いたいと思う理由
・楽　　　　　・便利　　　　　・現金をもたなくてもいい　　　　・かっこいい
・スマートに見える　　　　　　・ネットで使う　
・財布がかさばらない　　　　　・自分は使い過ぎない自信がある
・積極的とまでは思わないが電車などで便利　など

ⅱ　積極的に使いたいと思わない理由
・(手続きが)めんどくさい　　　・使い過ぎが心配　　　　　　　　 ・現金でいい
・ややこしそう　　　　　　　　・よくわからない　　　　　　　　 ・まだ若い
・トラブルが起きると面倒　　　・現金があるうちは現金を使う　　 ・怖い
・個人情報流出や自己破産の危険性がある　など

27.0%

35.1% そう思わない

28.4%わからない

無回答
9.5% 積極的に使いたい

キャッシュレス決済を使ったことがあるか。（ 有効回答数 107 ）

種　類
使ったこと

がある

使ったことがない
無回答どうやって使う

かも知っている
名前だけ

知っている
名前を聞いた

こともない
クレジットカード　 5.6% 57.0% 33.6% 0.9% 2.8%

プリペイドカード・
商品券

テレホンカード 23.4% 34.6% 39.3% 2.8% 0.0%
図書券・

図書カード
82.2% 10.3% 6.5% 0.0% 0.9%

電子マネー　
（プリペイド）

suica・ICOCA 54.2% 25.2% 20.6% 0.0% 0.0%
waon 12.1% 36.4% 42.1% 8.4% 0.9%

電子マネー　
（ポストペイ）

PiTaPa 19.6% 29.0% 44.9% 5.6% 0.9%
QUICPay 0.9% 24.3% 37.4% 36.4% 0.9%

デビットカード
通常の

デビットカード
3.7% 21.5% 60.7% 13.1% 0.9%

visa デビット 2.8% 19.6% 61.7% 14.0% 1.9%

モバイル決済 Apple Pay ・ 
Google Pay 29.0% 19.6% 49.5% 1.9% 0.0%
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8 本教材を活用した授業を終えて（活用してよかった点、生徒の様子など）
今回、３年生「現代社会」における経済分野を夏休み前に実施したが、今回のモデル授業に至るまで、「情

報化の進展」、「経済活動と市場経済の考え方」、「自立した消費者へ」などの基礎知識を踏まえた後に実施する
ことができ、生徒に大きな混乱はなかった。今回のモデル授業実施学年の生徒は、これまでグループ学習や調
べ学習を積極的に行っておらず、「スマートフォンを用いて調べてまとめる」といった授業が果たして成立す
るのかどうかもわからない中、手探りでのモデル授業実施となった。

実際にグループ学習を始めてみると、普段は消極的に授業を聞いている生徒が、周囲の生徒と積極的に会話
を交わしながらいきいきと調べたりまとめたり、逆に、定期考査でしっかりと得点する生徒であっても、うま
くグループ活動に参加できず積極的な姿勢が見られなかったりするなど、普段の座学の授業とはまた違った面
を見ることができた。学習指導要領で求められる、主体的･対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の
視点から見ても、総合的な学力の養成における大きな一歩になったと思う。

モデル授業の題材となった「クレジットカードとキャッシュレス化」についても、生徒にとって身近なもの
であり、近い将来、消費者市民として社会に出て行く生徒たちにとって有意義なものとなった。私が教育活動
において目標としている、「学習している事項を『遠い世界の、自分には関係ないこと』ではなく、『身近な世界の、
自分に関係すること』として理解する」ことも、少しは達成できたのではないかと思っている。

7 アンケートの回答、生徒から出た意見や反応など
①事前アンケート

②事後アンケート
◇キャッシュレス決済を積極的に使いたいと思いますか。

①学習の成果
消費者教育全体を通して、身の周りに起きている消費者トラブルや悪質商法から身を守る方法、具体的な

法律などを学習することができた。また、本時を含めたグループ学習では、高校生にとって身近な電子マネー
やプリペイドカード、今後使用する可能性が高いクレジットカードなどの決済ツールに関する機能や、メリッ
ト・デメリットを総合的・横断的に学習することができた。また、そうした身近な決済ツールについての学
習を通して、学習した知識と日常生活との結びつきを踏まえ、消費者市民として果たすべき役割や具体的な
行動について考察するきっかけづくりをすることができた。加えて、今回の消費者教育の学習によって、今後、
同じ経済分野で学習する金融分野などについての基礎づくりとすることができた。

②課題
モデル授業実施時期の都合上、夏休み前に行ったが、本来はもう少し遅い時期に実施したい。
スマートフォンを用いた授業や、調べたことをまとめたりすることに慣れていない学年なので、何を調べ

てよいのか、どのサイトを信用したらよいのか、どのようにすればうまく伝わるのかなどを、よりしっかり
と事前に確認してから授業展開ができるとよかった。また、グループ活動で活躍しきれていない生徒が散見
されたことも、今後の課題となった。

最近では、キャッシュレス決済の機能をもったカード類が複雑化し、クレジットカードと電子マネーの機
能を併せもつものなど、複数の機能を集約したものが増えている。授業実施前のアンケートにおいても、本
来なら高校生には利用できないはずの「クレジットカードを使ったことがある」と答えた生徒が 5.6％存在
していたが、これはおそらく国際ブランドの「デビットカード」や「プリペイドカード」と混同しているか、
あるいは保護者名義のクレジットカードを使ったことがあると思われる。自分が使っているカードについて
把握していない生徒もおり、混乱する場面も見られた。今後、同様の教材を扱う場合、カード機能の分類を
工夫したほうがよいと思う。

また、授業実施後のアンケートにおいて、キャッシュレス決済を積極的に使いたいと思う生徒が 27.0％、
思わない生徒が 35.1％であり、授業実施後であってもキャッシュレス決済に消極的な生徒が少なくない状
況である。「めんどくさい」、「ややこしそう」といったネガティブな印象をもつのではなく、現金その他を
含めた決済手段のなかから、場に応じて適切な選択ができるように興味・関心をもってほしいと感じた。

大阪府消費生活センターよりひとこと 
　近年、情報化・国際化が進展する中、消費生活においてもキャッシュレス化は避けられない社会情勢にあ
り、また、成年年齢が引き下げられると高校３年生でクレジットカードを作ることができるようになりま
す。キャッシュレス決済の種類や特徴をよく理解し適切な利用を心がけることが、自立した消費者として
安全、安心な消費生活を送るために重要と考えます。

ⅰ　積極的に使いたいと思う理由
・楽　　　　　・便利　　　　　・現金をもたなくてもいい　　　　・かっこいい
・スマートに見える　　　　　　・ネットで使う　
・財布がかさばらない　　　　　・自分は使い過ぎない自信がある
・積極的とまでは思わないが電車などで便利　など

ⅱ　積極的に使いたいと思わない理由
・(手続きが)めんどくさい　　　・使い過ぎが心配　　　　　　　　 ・現金でいい
・ややこしそう　　　　　　　　・よくわからない　　　　　　　　 ・まだ若い
・トラブルが起きると面倒　　　・現金があるうちは現金を使う　　 ・怖い
・個人情報流出や自己破産の危険性がある　など

27.0%

35.1% そう思わない

28.4%わからない

無回答
9.5% 積極的に使いたい
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指導ガイド Ｐ18,19
教材 Ｐ21～23
ワークシート 　　 （Ｐ7）ワーク

7

学校名：大阪府立夕陽丘高等学校
教　科：家庭科
教諭名：寺川　理香

Ⅲ
教材❼　社会人の生活設計と社会保障制度
3. 生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～

1 モデル授業実施計画
1 ．本時の題材について

　社会保障制度については、これまでに中学校の社会科などで学習してきたが、モデル授業実施前の生徒は、
社会保障制度についてほとんど関心がないという状況であった。しかし、いざ自らのライフスタイルと生活
設計を考えてみると、さまざまなリスクに出会う可能性があることに気づいた。そこで、「人生すごろく」
の製作をとおして、個人では備えることに限界があるリスクに対して、どのようなセーフティネットが使え
るのかなど、その対処法を理解させることにした。社会保障制度は幾世代にもわたる社会全体の支え合いの
制度であり、社会保険料の負担は消費者市民としての責任であることを本教材を活用して認識させる。また、
適切な意思決定に基づいて行動できるとともに、生涯を見通した生活における経済の管理や計画について考
えさせる。

２．題材の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技　　能 知識・理解

• 経済計画や家計管理
に関心を持ち、経済
生活の充実・向上を
めざして意欲的に取
り組んでいる。

• 積極的に「人生すご
ろく」の製作や調べ
学習に参加し、主体
的に学ぼうとしてい
る。

• 生活のリスクに対応
するため、あらかじ
め対策を講じておく
必要性を認識し、そ
の対処法を具体的に
考 え る こ と が で き
る。

• ライフイベントは想定
できることと、できな
いことがあるというこ
とを理解し、「人生すご
ろく」の製作をとおし
てライフイベントとし
て想定される項目につ
いて情報整理できる。

• 将 来 起こりうるリス
クに対してどのよう
な社会保障が使える
かを理解している。

• 社 会 保 障 は 社 会 全
体での支え合いであ
り、社 会 保 険 料 の負
担は国民の責任であ
ること、消 費 者 市 民
としての行動でもあ
ることを理 解してい
る。

• リスクの対応 策とし
ての三本 柱（公的保
障・企 業 保 障・私 的
保 障）が あることを
知り、そ の 中 の 社 会
保障の仕組みを理解
している。
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指導ガイド Ｐ18,19
教材 Ｐ21～23
ワークシート 　　 （Ｐ7）ワーク

7

学校名：大阪府立夕陽丘高等学校
教　科：家庭科
教諭名：寺川　理香

Ⅲ
教材❼　社会人の生活設計と社会保障制度
3. 生活の管理と契約②　～生活の設計・管理～ 3．題材の指導計画 

経済生活　　消費者の権利と責任　( 全５時間 ) ※ 1単位時間は 45分
第１時　　「人生すごろく」製作準備
第２時　　「人生すごろく」製作
第３時　　リスクへの備え　社会保障について
第４時　　リスクへの備え　グループワーク
第５時　　リスクへの備え　発表・まとめ（本時）

４．本時の目標　　　
○班ごとに調べ、まとめた社会保障についての内容をわかりやすく発表し、また他の班の発表を聞き、

社会保障制度について理解を深めさせる。	 〔思考・判断・表現〕〔知識・理解〕
○社会保障の仕組みを理解し、リスク発生時の対処法についてまとめさせる。	 〔思考・判断・表現〕
○社会保障制度の概要と、特にリスクへの備えとしてどのようなときに保障を受けられるのかを理解

するとともに、この制度が幾世代にもわたる社会全体での支え合いであり、社会保険料を負担する
ことは消費者市民としての行動であることを認識させる。	 〔知識・理解〕

５．本時の展開

時間 生徒の学習活動 指導上の留意点（指導者）〔評価規準〕・（評価方法） 教材・教具

導
入（
5
分
）

・本時の課題を確認す
る。

・これまでの授業を振り
返り、リスクに備え
て社会保険料の負担
があることを再認識
させる。

・各班の発表時間は３分
間であること、発表
者は前に出て、発表
することを伝える。

・各班の発表を聞いて、
学習したことを授業
プリント（表面）（Ｐ25）に
記入するように伝え
る。

・模造紙（Ｐ24）

・授業プリント
  （表面）（Ｐ25）

・カラーペン

展
開（
30
分
）

・前時に班ごとに調べた
社会保障の内容を発
表する。

　（公的医療保険・公的
年金・公的介護保険・
労働者災害補償保険・
雇用保険）

・生徒が授業プリント
（表面）（Ｐ25）に記入して
いる時間に、発表の
よかった点や、補足
コメントを付け加え、
各保障が重要な役割
を果たしていること
を認識させる。

・班ごとに調べまとめた
社会保障についての
内容をわかりやすく
発表している。〔思考・
判断・表現〕

  （模造紙（Ｐ24））
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2生徒の様子

3具体的な展開（工夫した点、アレンジした点）
①現時点での生徒の生活になじみのない社会保障制度を「自分のこと」として認識させるために、以下のよ
うな段階を踏んだ。

　第１時・第２時：「人生すごろく」製作
今後、予想されるライフイベントを書き出す作業をした。その際に、起きてほしいことだけでなく、
起きてほしくないことも考えるようにアドバイスし、社会保障制度の授業につなげた。自分の書
き出したライフイベントを持ち寄って班で１つの「人生すごろく」を製作する際には、市販の「人
生ゲーム」を例に置き、イメージをもちやすくした。

　第３時：「リスクへの備え」
公益財団法人生命保険文化センターの「【君とみらいとライフプラン】」より、デジタル教材（パワー
ポイント）「生活設計とリスクへの備え」を使用し、同教材のワークシートに記入しながら、社会
保障についての理解を深め、その後、自分たちが製作した「人生すごろく」のライフイベントの
中からリスクを取り上げ、より詳しく調べる作業につなげた。

②調べることが重複しないように５種類の社会保障のうち、３つについてはさらに２つに分け、各班が調べ
る内容として８つにし、スマートフォンなどを使用して調べさせた（生徒記入の授業プリント（表面）（Ｐ25）

参照）。

③発表形態は、生徒がまとめた模造紙を撮影し、プロジェクターで教室前面のホワイトボードに映し出し、
生徒全員によく見えるようにした。マイクを使用することで、プレゼンを体験させることができ、聞き慣
れない用語も後ろの席までよく聞こえるよう配慮した。

展
開

・ 各班の発表を聞いて、
学習したことを授業プ
リント（表面）（Ｐ25）に記
入する。

・社会保障制度の仕組
みを理解し、リスク
時の対処法について
まとめている。〔思考・
判断・表現〕

  （模造紙（Ｐ24））
・他の班の発表をよく

聞き、社会保障制度
について理解を深め
ようとしている。〔知
識・理解〕

・社会保障制度につい
てどのようなときに
保障が受けられるの
かを理解するととも
に、この制度が幾世
代にもわたる社会全
体での支え合いであ
り、社会保険料を負
担することは消費者
市民としての行動で
あることを認識して
いる。〔知識・理解〕

  （授業プリント（裏面）
（Ｐ26））

ま
と
め（
10
分
）

・パワーポイントの説明
を聞き、授業プリント

（裏面）（Ｐ26）に記入す
る。

・アンケートに記 入す
る。

・生徒になじみのない社
会保障制度に関する
用語を理解しやすいよ
うにパワーポイントを
用いて、認識させる。

・社会保障制度は社会
全体の支え合いの制
度であり、社会保険料
を負担することは消費
者市民としての行動だ
ということを理解させ
る。

・授業プリント
  （裏面）（Ｐ26）

・パワーポイント（Ｐ24）

・アンケート
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2生徒の様子
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①現時点での生徒の生活になじみのない社会保障制度を「自分のこと」として認識させるために、以下のよ
うな段階を踏んだ。
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保障についての理解を深め、その後、自分たちが製作した「人生すごろく」のライフイベントの
中からリスクを取り上げ、より詳しく調べる作業につなげた。

②調べることが重複しないように５種類の社会保障のうち、３つについてはさらに２つに分け、各班が調べ
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保険の種類 各班が調べる内容

公的医療保険

公的医療保険とは
種類

高額医療制度
医療費控除による還付金

公的年金

公的年金制度の必要性
公的年金の仕組み

公的年金保険料
公的年金支給金額

公的介護保険

条件・保険料の金額
利用のための手続き

要支援、要介護とは
自己負担額など

労働者災害補償保険 労災保険とは

雇用保険 雇用保険とは
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4配付資料・教材等
・授業プリント（Ｐ25、26）（ワークシートをもとに作成）
・パワーポイント

6学習の成果と課題
①学習の成果
・「人生すごろく」を製作することで、これからの人生は長く、なかなか思いどおりにいかないものだと実感
することができた。リスクを伴うライフイベントに遭遇した際には、皆一様に悲嘆に暮れる。リスクを排
除するには、決まってかなりのお金を払わなければならないことも共通している。このことにより、リス
クを軽減させるにはお金を伴うということが理解できた。

・本時の授業で、社会保障制度をどのようなときに活用できるのか、保障を受けるにはどのようにすればよ
いのかなどを学習することで、自分では解決できないリスクに将来出会っても、社会保障制度（セーフティ
ネット）があることを理解することができた。また、それは社会全体の支え合い、助け合いで成り立って
いるとともに、国民としての責任であることをこの授業で理解できた。今後、生徒たちが歩んでいく人生
の端々で思い出してもらえることを期待する。

・社会保険料を負担することは、消費者市民として私たちの責任であることも理解することができた。
授業プリントの記述より
・公的医療保険・・加入者やその家族に医療が必要になったとき、医療費の一部を負担する制度だという

ことがわかった。日本のすべての人が加入する「国民皆保険」であるということを知っ
て驚いた。
国民健康保険の保険料は月額約 15,250 円。

・公的年金・・・・・世代を越えて支え合っている、イラストを使った説明でわかりやすかった。
・公的介護保険・・・社会全体で介護が必要な人を支え合う制度。手続きなどをわかりやすく説明してすご
いなと思った。

5評価のポイント
①調べた社会保障についての理解を深め、班で作業を分担し、リスク発生時の対処法について全員で協力し
てまとめることができている。

②発表に際しては、調べた内容をわかりやすく時間内で伝えることができるとともに、消費者市民としての
行動を認識できている。

●① ●② ●③

●④ ●⑤

生徒発表時の模造紙

生徒記入の授業プリント

表

　面
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①調べた社会保障についての理解を深め、班で作業を分担し、リスク発生時の対処法について全員で協力し
てまとめることができている。
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生徒記入の授業プリント
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7 アンケートの回答、生徒から出た意見や反応など
◆アンケートのおもな質問と回答（対象者：2学年（40人））
　ⅰ）授業を受ける前から知っていた（または名称を聞いたことがある）社会保障制度はありま

すか（複数回答可）。

②課題（改善点など）
　内容が広範囲にわたり、時間が足りず、生徒は少し忙しい思いをしたように感じる。もう少し余裕をもっ
た時間配分にすることが望ましいが、限られた時間の中では難しいのが現状であり、今後の課題である。また、
社会保障制度については、社会科等の他教科と情報共有しながら進めていくことが必要と考える。
　本校は留学生が多く、今年度はアメリカとフィンランドの生徒が在籍しているので、留学生に自国の社会
保障制度についても発表してもらう時間を取ればよかったと思う。

8 本教材を活用した授業を終えて（活用してよかった点、生徒の様子など）
　生徒にとって社会保障制度についての授業は、将来の自分について考えるよいきっかけとなった。医療機
関で受診する時にもっていく保険証がどういうものなのか、言葉ではよく聞く年金とはどのようなものなの
か、それらの内容について大筋は理解できたと思われる。社会保障とは現在・未来において必ず自分たちに
密接に関係することで、生活するということは常に誰かに支えられたり、支えたりの普遍的な繰り返しによ
り継続できるものであるということ、そして自分もそこに参画している消費者市民の１人であることを特に
理解させるよう授業案を検討した。生徒たちには、社会保障は国民としての権利であり、義務でもあること
を忘れず、未来に対して何事にも臆さず挑戦し、道を切り拓いていってほしいと願う。

大阪府消費生活センターよりひとこと 
　社会人が経済生活を営むうえで、人生の生活設計を考え計画的に行動するためには、社会保障制度の理解と、
リスクが発生したときの対処法を想定しておくことが必要です。またその制度を持続的に維持するため社会
保険料を負担することも消費者市民としての行動です。高校において社会保障制度の知識を習得することは、
生徒が社会にでてから、思わぬリスクに直面しても適切な行動をとるための意義のある消費者教育と考えて
います。

裏

　面

19a. 公的医療保険

25b. 公的年金

9c．公的介護保険

13d. 労働者災害補償保険

20e. 雇用保険

0 5 10 15 20 25 30

（人）

0 10 20 30 40

（人）

ａ．公的医療保険

ｂ．公的年金

ｃ．公的介護保険

ｄ．労働者災害補償保険

ｅ．雇用保険

無回答 3%
全くわからなかった0％

あまり
わからなかった

2％

ある程度
わかった

40％

よく
わかった

55％

よくわかった ある程度わかった 全くわからなかった 無回答あまりわからなかった

ⅲ）社会保険料を負担することの重要性について理解できましたか

ⅱ）各保障の概要について理解できましたか
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理解させるよう授業案を検討した。生徒たちには、社会保障は国民としての権利であり、義務でもあること
を忘れず、未来に対して何事にも臆さず挑戦し、道を切り拓いていってほしいと願う。

大阪府消費生活センターよりひとこと 
　社会人が経済生活を営むうえで、人生の生活設計を考え計画的に行動するためには、社会保障制度の理解と、
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モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシートの
目的・使い方

「モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシート」は、前年度に実施したモデル授業「教材❸
若者によくある消費者被害」をもとに作成した消費者教育教材です。大阪府消費生活センターが作成した
消費者教育教材「めざそう！消費者市民」と消費者庁が作成した「社会への扉」を併用し、１時間授業で契
約や消費者被害にあったときの対処法に関する内容を学習できるようアレンジしています。
新学習指導要領では 2020年度から「売買契約の基礎」が小学校で全面実施となります。18歳、19歳の
若者が成人として社会生活を営むうえで不可欠な「売買契約」を、生徒が理解しやすいようイラストや漫
画を多用したわかりやすい教材と、習得した知識を確認するためのワークシートを収載し、思考力・判断
力・表現力の養成につながるようなアレンジを加えています。
本教材を活用することで、指導計画等にかける時間を減らし、家庭科や公民科以外の担当教員の方に
も、容易に消費者教育の授業を実施できるような内容になっていますので、ぜひご活用ください。

「モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシート」は①指導ガイド、②教材、③ワーク
シートで構成しています。指導ガイドは、授業の概要、指導目標、指導計画及び１時間授業の展開を掲
載しています。教材は、契約の基本知識について理解を深めるとともに、アポイントメントセールスや
通信販売による消費者被害など、若者によくある最近の事例を掲載し、生徒に配付する資料としても使
用していただけます。ワークシートは、表面は生徒配付用、裏面は指導上の留意点やワークシートの解
答と解答例を掲載しています。また、アクティブ・ラーニング型の授業を取り入れていただくため、簡
単に回答できるよう設問を設定し時間配分を考慮しています。そのほか参考資料として、「未成年者の
契約」や、家庭科や公民科の教科書には記載されていない「18歳成年」に関する情報も参考資料として
収載しています。シンプルな構成なので、部分的に宿題にするなどさまざまなアレンジができ、朝の
ホームルームや終礼時などでも活用していただきやすくなっています。

知っ
とこ！事例

！

ひとことアドバイス

プラス

本書に出てくるマーク

参　考

知っとこ！事例

ひとことアドバイス

ステップアップ

プラスα

ワークに必要な資料を掲載しています。

ワークに関連した事例を掲載しています。

被害事例などにおける注意点や被害にあわないためのポイントなどを掲載しています。

資料やワークで得た知識に加え、さらに詳しい情報を掲載しています。

資料やワークで得た知識に関連したトピックや世の中の動きなどを掲載しており、状況に応じて
生徒に情報提供できます。

参 考

ステップアップ

目　的

使い方
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モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシートの
目的・使い方

「モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシート」は、前年度に実施したモデル授業「教材❸
若者によくある消費者被害」をもとに作成した消費者教育教材です。大阪府消費生活センターが作成した
消費者教育教材「めざそう！消費者市民」と消費者庁が作成した「社会への扉」を併用し、１時間授業で契
約や消費者被害にあったときの対処法に関する内容を学習できるようアレンジしています。
新学習指導要領では 2020年度から「売買契約の基礎」が小学校で全面実施となります。18歳、19歳の
若者が成人として社会生活を営むうえで不可欠な「売買契約」を、生徒が理解しやすいようイラストや漫
画を多用したわかりやすい教材と、習得した知識を確認するためのワークシートを収載し、思考力・判断
力・表現力の養成につながるようなアレンジを加えています。
本教材を活用することで、指導計画等にかける時間を減らし、家庭科や公民科以外の担当教員の方に
も、容易に消費者教育の授業を実施できるような内容になっていますので、ぜひご活用ください。

「モデル授業をもとにした指導ガイド・教材・ワークシート」は①指導ガイド、②教材、③ワーク
シートで構成しています。指導ガイドは、授業の概要、指導目標、指導計画及び１時間授業の展開を掲
載しています。教材は、契約の基本知識について理解を深めるとともに、アポイントメントセールスや
通信販売による消費者被害など、若者によくある最近の事例を掲載し、生徒に配付する資料としても使
用していただけます。ワークシートは、表面は生徒配付用、裏面は指導上の留意点やワークシートの解
答と解答例を掲載しています。また、アクティブ・ラーニング型の授業を取り入れていただくため、簡
単に回答できるよう設問を設定し時間配分を考慮しています。そのほか参考資料として、「未成年者の
契約」や、家庭科や公民科の教科書には記載されていない「18歳成年」に関する情報も参考資料として
収載しています。シンプルな構成なので、部分的に宿題にするなどさまざまなアレンジができ、朝の
ホームルームや終礼時などでも活用していただきやすくなっています。

知っ
とこ！事例

！

ひとことアドバイス

プラス

本書に出てくるマーク

参　考

知っとこ！事例

ひとことアドバイス

ステップアップ

プラスα

ワークに必要な資料を掲載しています。

ワークに関連した事例を掲載しています。

被害事例などにおける注意点や被害にあわないためのポイントなどを掲載しています。

資料やワークで得た知識に加え、さらに詳しい情報を掲載しています。

資料やワークで得た知識に関連したトピックや世の中の動きなどを掲載しており、状況に応じて
生徒に情報提供できます。

参 考

ステップアップ

目　的

使い方

２．生活の管理と契約①　～ルールや約束、契約の理解・選択～

概
要

　日頃、商品・サービスの購入が、契約であることを意識している人は少ない。多くの生徒がスマートフォ
ン（以下「スマホ」という）等を所持し、インターネットショッピングやオンラインゲームでアイテムなどを
購入しているが、契約の知識が不十分なため、消費者被害に巻き込まれる例も少なくない。消費生活相談
窓口に寄せられる相談事例を活用し、生徒一人ひとりが自ら必要な情報を収集し、課題を考え、消費者市
民として行動することができるよう、知識を身に付けさせることが必要である。

指
導
目
標

・成年年齢引下げを見据え、契約に関する基本的な知識や若者によくある消費者問題について理解させる。
・消費者被害の未然防止や対処法について、具体的な事例を通して考えさせる。
・自分だけでなく、周囲にもアドバイスできるような知識、視点、能力を身に付けさせる。

指
導
計
画

[導　入] 契約とは何か、その法的効果について理解する。
[展　開] 教材から知った身近な事例について意見を出し、グループで話し合い、ワークシートに記入する。
[まとめ] 契約や消費者被害の事例や対処法について正しく理解し、消費者市民としての行動につなげるこ
　　　　とができるようにする。

時間 学習内容・活動 指導上の留意点

　若者によくある消費者被害　　ワーク③　教材❸　Ⓐ-1.2

導
入

10
分

・自分たちは生活の中でさまざまな契約をして
いることを知る。

・日常生活を送るうえで、さまざまな消費行動
は契約行為につながっていることに気づかせ
る。

展
開

35
分

・【ワーク③-12】教材❸Ⓐ-1.2(P30)を参考に、
契約とは何かを知る。ワークシートの問いを
考えながら、契約と約束の違いを確認する。

・【ワーク③-34】教材❸Ⓑの若者によくある相
談事例（P31 〜 33）を読んで、ワークシート
にある消費者被害のうち、生徒があいやすい
と思う消費者被害を選び、選んだ理由をグルー
プ内で話す。

・消費者被害の対処法を知る。
・クーリング・オフ制度について知る。
・消費生活相談窓口の役割について知る。
・消費者市民としての行動のあり方について考

える。

・口約束でも契約が成立すること、いったん契
約が成立すると一方的にやめることができな
いことなど、契約についての基本的な知識に
ついて認識させる。

・消費者被害の特徴を理解させることで、勧誘
された時に適切な判断ができる力を身に付け
させる。

・契約をやめるときの具体的な方法を理解させ、
消費生活相談窓口の存在を認識させる。

・消費者の行動が社会をどのように変えること
ができるか気づかせる。

ま
と
め

5
分

・契約について正しく理解し行動することが安
全・安心な暮らしにつながることを認識する。

・消費生活相談窓口に相談・情報提供すること
で消費者市民としての行動ができることを確
認する。

・安全・安心に暮らすために契約をする時は慎
重な行動が必要であることを理解させる。

・消費生活センターなどに相談・情報を提供す
ることで、消費者被害の未然防止・拡大防
止につながることを認識させる。
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ある日…
待ち合わせ場所に行くと…

この投資用
商材を買って
ほしい

断りきれずクレジットで契約をしたが、
高額なので解約したい。

●電話や電子メール、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）などで販売目的を隠して呼び
出され、契約させられる商法をアポイントメントセールスといいます。アポイントメントセールスは訪
問販売の一種です。

●知らない人に呼び出されても、会いに行かないようにしましょう。
●会いに行ってしまっても、慎重に判断し、いらないものはきっぱりと断りましょう。

ひとことアドバイス

訪問販売
家庭や職場などにセールスマンが
訪ねてきて、言葉巧みに商品など
を販売する商法

キャッチセールス
街頭で呼び止め、カフェや営業所
などに連れて行き、契約しないと
帰らせない雰囲気にして、商品・
サービスを販売する商法。キャッ
チセールスも訪問販売の一種です

マルチ商法
商品を購入させて販売組織に入
会させ、知人を誘って入会させる
とマージンが入るとうたう商法。
正式には連鎖販売取引といいま
す

こんなトラブルに　　　　あってしまったら・・・

クーリング・オフ制度
キャッチセールスやマルチ商法など、契約するつもりがなかったのに不意打ちにより契約してしまっ
た場合、一定期間であれば消費者が無条件で契約の解除ができる制度です。
クーリング・オフできる期間

・訪問販売（アポイントメントセールス・キャッチセールスを含む）、
　訪問購入など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８日間
・マルチ商法など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20日間

クーリング・オフできない場合
・3,000円未満の商品・サービスを現金で払った
・化粧品や健康食品など消耗品を使用してしまった　など

話が違う！解約できるかな？と思ったら消費生活センター（☎188）へ

この他にも・・・

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓐ

１．私たちの周りの契約

２．契約とは
　「これください」と申込み、「はい、○円です」と承諾し、お互いの意思が一致する
ことで契約は成立します。
　契約は口約束でも成立します。いったん成立すると、一方の都合だけで勝手に契
約を解除することはできません。

　契約は「法的な責任が生じる約束」なので、拘束力があります。契約を守らないと、裁判で訴えられることもあります。

私たちの周りの契約
映画をみる

ガスを使う買い物をする

スマホを買い替える DVD・ＣＤを
借りる電車に乗る

成 立 売
り
た
い

買
い
た
い

店で商品を買ったが、使う前に不要になった。　解約できる？ ➡　解約できません！

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓑ

若者によくある相談事例
　　　　アポイントメントセールス事例１

知っとこ！事例

！

OLD NEW

貸 出

DVD

おめでとう

ございます！

100万円が

当選しました！

お受け取りは

……………

高額

契
約

契
約
書

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成
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ある日…
待ち合わせ場所に行くと…

この投資用
商材を買って
ほしい

断りきれずクレジットで契約をしたが、
高額なので解約したい。

●電話や電子メール、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）などで販売目的を隠して呼び
出され、契約させられる商法をアポイントメントセールスといいます。アポイントメントセールスは訪
問販売の一種です。

●知らない人に呼び出されても、会いに行かないようにしましょう。
●会いに行ってしまっても、慎重に判断し、いらないものはきっぱりと断りましょう。

ひとことアドバイス

訪問販売
家庭や職場などにセールスマンが
訪ねてきて、言葉巧みに商品など
を販売する商法

キャッチセールス
街頭で呼び止め、カフェや営業所
などに連れて行き、契約しないと
帰らせない雰囲気にして、商品・
サービスを販売する商法。キャッ
チセールスも訪問販売の一種です

マルチ商法
商品を購入させて販売組織に入
会させ、知人を誘って入会させる
とマージンが入るとうたう商法。
正式には連鎖販売取引といいま
す

こんなトラブルに　　　　あってしまったら・・・

クーリング・オフ制度
キャッチセールスやマルチ商法など、契約するつもりがなかったのに不意打ちにより契約してしまっ
た場合、一定期間であれば消費者が無条件で契約の解除ができる制度です。
クーリング・オフできる期間

・訪問販売（アポイントメントセールス・キャッチセールスを含む）、
　訪問購入など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８日間
・マルチ商法など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20日間

クーリング・オフできない場合
・3,000円未満の商品・サービスを現金で払った
・化粧品や健康食品など消耗品を使用してしまった　など

話が違う！解約できるかな？と思ったら消費生活センター（☎188）へ

この他にも・・・

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓐ

１．私たちの周りの契約

２．契約とは
　「これください」と申込み、「はい、○円です」と承諾し、お互いの意思が一致する
ことで契約は成立します。
　契約は口約束でも成立します。いったん成立すると、一方の都合だけで勝手に契
約を解除することはできません。

　契約は「法的な責任が生じる約束」なので、拘束力があります。契約を守らないと、裁判で訴えられることもあります。

私たちの周りの契約
映画をみる

ガスを使う買い物をする

スマホを買い替える DVD・ＣＤを
借りる電車に乗る

成 立 売
り
た
い

買
い
た
い

店で商品を買ったが、使う前に不要になった。　解約できる？ ➡　解約できません！

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓑ

若者によくある相談事例
　　　　アポイントメントセールス事例１

知っとこ！事例

！

OLD NEW

貸 出

DVD

おめでとう

ございます！

100万円が

当選しました！

お受け取りは

……………

高額

契
約

契
約
書

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成
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ひとことアドバイス

ひとことアドバイス

・インターネットショッピングを利用するときには、購入前に「ショップの所在地や電話番号」
 「返品条件」「ネットショップの評判や運営実績」などを確認し、慎重に検討することが重要です。
　住所が番地まで記載されていない、連絡先はメールアドレスのみのショップには注意しましょう。

・一般に流通している価格より大幅に安い場合、模倣品（ニセモノ）の可能性があります。
・支払方法として、個人名義の銀行口座振込みによる前払いを求めるショップは注意が必要です。

ひとことアドバイス

・初回のみがお試し価格で、実は定期購入であるため解約はできない等、表示がわかりにくいウェブサイ
トが多く、解約を申し出た場合、通常価格を請求されるケースが多数あります。

・通信販売はクーリング・オフできません。契約内容や解約条件をしっかり確認しましょう。
・事業者に連絡をした記録を残しておきましょう。日時や対応した相手の名前なども重要な情報です。

・ワンクリック請求は、サイトに登録をして契約が成立したと思わせて、利用者を焦らせたり、慌てさせ
たりして、サイト利用料等の名目でお金を支払わせる手口です。落ち着いて対処すれば被害にあうこと
はありません。

・登録完了や料金請求画面が表示されても慌てず、業者に対しては決して連絡をとらず、そのまま放置しましょう。
ただし、ブラウザに表示された画面についてはスクリーンショットなどで画面を保存した後、消しましょう。

・慌てて｢退会する｣などをクリック（タップ）したり、退会するために業者に電話をしてしまったりした場合であっ
ても、請求内容に納得がいかなければ、お金を支払わず、着信拒否・メール受信拒否を設定するなどにより様子を
みましょう。

ネットやテレビなどの通信販売では　　　　　　クーリング・オフできません

返品ルール（返品特約）
通信販売（ネットやテレビ、カタログ、新聞広告などによる販売）では、広告に返品のルールを表示す
ることが義務付けられています。消費者はそのルールに従います。

返品ルールの例
・商品到着後、３日以内であれば返品可。ただし、送料はお客様ご負担
・返品は一切受け付けません      など

※返品ルールの表示がない場合、商品を受け取った日から8日経過するまでの間、申込みの撤回または契約を解除
　することができます。これはクーリング・オフとは異なる制度です。

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓑ

　　　　通信販売事例2 　　　　通信販売の定期購入事例3

　　　　アダルト情報サイトのワンクリック請求事例4

お住まいの市町村等の消費生活相談窓口をご案内します。

消費者トラブルにあった場合、クーリング・オフ制度や返品ルールが
適用されないなど、当事者では解決の手段がないこともあります。

困ったときは一人で悩まずに　消費者ホットライン

☎　１８８（いやや！）番（局番なし）

欲しかった

人気ブランド

80%
OFF!

ニ
セ
モ
ノ
!?

SNSで…

お試し！

あの女優も使っている！お試し500円！
使用したら
かぶれたので
使用をやめた

学校

氏名
住所

退会
したい

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成

定期購入？！ ２回目以降
4,800円

お試しのつもりだったし、かぶれるので解約したい

支払わないと
学校に
連絡する！

クリック!

・・・・・・

返信が
　来ない…

解約したいのに

アイドル
動画じゃない！？

Ad
ult

料金
請求

Adu
lt

料金
請求
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ひとことアドバイス

ひとことアドバイス

・インターネットショッピングを利用するときには、購入前に「ショップの所在地や電話番号」
 「返品条件」「ネットショップの評判や運営実績」などを確認し、慎重に検討することが重要です。
　住所が番地まで記載されていない、連絡先はメールアドレスのみのショップには注意しましょう。

・一般に流通している価格より大幅に安い場合、模倣品（ニセモノ）の可能性があります。
・支払方法として、個人名義の銀行口座振込みによる前払いを求めるショップは注意が必要です。

ひとことアドバイス

・初回のみがお試し価格で、実は定期購入であるため解約はできない等、表示がわかりにくいウェブサイ
トが多く、解約を申し出た場合、通常価格を請求されるケースが多数あります。

・通信販売はクーリング・オフできません。契約内容や解約条件をしっかり確認しましょう。
・事業者に連絡をした記録を残しておきましょう。日時や対応した相手の名前なども重要な情報です。

・ワンクリック請求は、サイトに登録をして契約が成立したと思わせて、利用者を焦らせたり、慌てさせ
たりして、サイト利用料等の名目でお金を支払わせる手口です。落ち着いて対処すれば被害にあうこと
はありません。

・登録完了や料金請求画面が表示されても慌てず、業者に対しては決して連絡をとらず、そのまま放置しましょう。
ただし、ブラウザに表示された画面についてはスクリーンショットなどで画面を保存した後、消しましょう。

・慌てて｢退会する｣などをクリック（タップ）したり、退会するために業者に電話をしてしまったりした場合であっ
ても、請求内容に納得がいかなければ、お金を支払わず、着信拒否・メール受信拒否を設定するなどにより様子を
みましょう。

ネットやテレビなどの通信販売では　　　　　　クーリング・オフできません

返品ルール（返品特約）
通信販売（ネットやテレビ、カタログ、新聞広告などによる販売）では、広告に返品のルールを表示す
ることが義務付けられています。消費者はそのルールに従います。

返品ルールの例
・商品到着後、３日以内であれば返品可。ただし、送料はお客様ご負担
・返品は一切受け付けません      など

※返品ルールの表示がない場合、商品を受け取った日から8日経過するまでの間、申込みの撤回または契約を解除
　することができます。これはクーリング・オフとは異なる制度です。

教材❸ 若者によくある消費者被害Ⓑ

　　　　通信販売事例2 　　　　通信販売の定期購入事例3

　　　　アダルト情報サイトのワンクリック請求事例4

お住まいの市町村等の消費生活相談窓口をご案内します。

消費者トラブルにあった場合、クーリング・オフ制度や返品ルールが
適用されないなど、当事者では解決の手段がないこともあります。

困ったときは一人で悩まずに　消費者ホットライン

☎　１８８（いやや！）番（局番なし）

欲しかった

人気ブランド

80%
OFF!

ニ
セ
モ
ノ
!?

SNSで…

お試し！

あの女優も使っている！お試し500円！
使用したら
かぶれたので
使用をやめた

学校

氏名
住所

退会
したい

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成

定期購入？！ ２回目以降
4,800円

お試しのつもりだったし、かぶれるので解約したい

支払わないと
学校に
連絡する！

クリック!

・・・・・・

返信が
　来ない…

解約したいのに

アイドル
動画じゃない！？

Ad
ult

料金
請求

Adu
lt

料金
請求
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もずやん

若者によくある消費者被害 年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）

1　契約に当たる場合は◯、当たらない場合は × を（　）に記入しよう。

ａ．友達と野球の約束をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｂ．コンビニでおやつを買う。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｃ．電話でホテルの予約をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｄ．お母さんに弁当をつくってもらう。・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｅ．エステのアンケートに答える。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

2　店で買い物をするとき、契約が成立するのはいつだろうか。

ａ．消費者が「買います」と申し込んだとき。

ｂ．店員が「ありがとうございます」と承諾し、代金を請求したとき。

ｃ．消費者がお金を支払って商品を受け取ったとき。

ｄ．消費者が印鑑を押したとき。     　　　  （　　　　　）

3　（１）次の消費者トラブルのうち、生徒があいやすいと思う消費者トラブルを選んで（　）に記号

を記入しよう。（複数回答可）

ａ．訪問販売 　　ｂ．キャッチセールス ｃ．アポイントメントセールス

ｄ．ゲーム課金　　 　ｅ．マルチ商法  ｆ．通信販売

       　　　（　　　　　　　　　 　　　）

（２） 消費者トラブルにあいやすい人って、どういう人だろう？

4　クーリング・オフの説明について正しいものに○、誤っているものに × を（　　）に記入しよう。

ａ．不意打ち性のある販売方法により契約してしまった場合、一定期間内であれば

　 無条件で契約をやめることができる。・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｂ．マルチ商法のクーリング・オフ期間は８日間である。・・・・・・・・・（　　　）

ｃ．3,000 円以上の化粧品や健康食品など消耗品のうち、使用したものはクーリング・オフでき

　 ないが、未使用のものについてはクーリング・オフできる。・・・・・・（　　　）

ｄ．通信販売で購入した場合、クーリング・オフできる。・・・・・・・・・（　　　）

指導上の留意点

2. 生活の管理と契約①　（ルールや約束、契約の理解・選択）

～若者によくある消費者被害～

ワーク

3

生徒が生活を送るうえで、日々の消費行動が「契約」であることを認識することは少ないと考えられる。何気なく
している「契約」とは何か、契約の成立時期など契約の基礎知識を習得し、契約には法的な責任が生じることに気づ
かせる。また、さまざまな消費者トラブルが発生する原因を知り、トラブルから身を守るための判断力、トラブルにあっ
たときの対処法を身に付けさせる。

各問についてのポイントと解答例

契約とは「法的な責任が生じる約束」のことである。契約の中でも売買契約は、契約書がなくても、お互いの合意
があれば口約束でも成立する。契約が成立すると、お互いに権利と義務が生じ、法的な拘束力をもつ。例えば、売り
主は買い主に代金をもらう権利が発生し、商品を引き渡す義務を負う。買い主は、売り主から商品を受け取る権利
が発生し、代金を支払う義務を負う。契約が成立すると、一方の都合だけで勝手に契約を解除することはできな
い。契約が守られなかった場合、訴訟をすることができ、裁判を通じて強制的に守らせることができる。教材❸Ⓐ‒
２の場合、店はプレゼント（例えばネックレス）を消費者に引き渡し、消費者はネックレスの代金を支払うことが
契約内容である。ネックレスが最初から壊れていた場合、消費者は壊れていないネックレスを求めることができ
るが、店が契約を守っている限り、返品はできない。レシートは領収書としての意味があるので店が代金を受領し
たことの覚書である。実生活において、レシートが手元にあって、商品が未使用、契約してから日数があまり経っ
ていない場合には、店が返品や交換に応じてくれることもある。これは、店が任意に消費者の求めに応じている顧
客サービスの一環であり、返品に応じてくれなくても違法とはいえない。

1

ａ．×　　ｂ．◯　　ｃ．◯　　ｄ．×　　ｅ．×
ａ．ｄ．ｅ．については、権利と義務を生じていないため、契約とはいえない。解答

店で買い物をするとき、消費者が商品をレジにもっていくことで、お客（消費者）がその商品の購入の申込みを
したことになる。また、レジにいる店員（事業者）がお客に代金を請求することで商品の販売を承諾したことに
なり、この時点で売買契約は成立する。自分の消費生活の中の契約シーンを想定し、契約の成立時期について確
認させる。

2

ｂ解答

（１）さまざまな消費者トラブルがあることを伝え、生徒があいやすいと思うトラブルについて考えさせる。 　
（２）被害にあいやすいタイプを考えさせ、生徒が被害にあわないための注意点を引き出す。
3

⇒ 人の言うことを安易に信用する、批判的な見方をせず自分で考えようとしない、
　 断ることができない、文章を読まない　など

解答例

クーリング・オフできる場合とできない場合について確認させる。また、取引類型によってクーリング・オフで
きる期間が異なることを認識させる。

4

ａ．◯　訪問販売や電話勧誘販売などの不意打ち性のある販売方法の場合、クーリング・オフ期間は
　　　   ８日間である。
ｂ．×　マルチ商法のクーリング・オフ期間は20日間である。
ｃ．◯　開封した消耗品については、クーリング・オフできない。
ｄ．×　通信販売ではクーリング・オフできない。

解答
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もずやん

若者によくある消費者被害 年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）

1　契約に当たる場合は◯、当たらない場合は × を（　）に記入しよう。

ａ．友達と野球の約束をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｂ．コンビニでおやつを買う。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｃ．電話でホテルの予約をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｄ．お母さんに弁当をつくってもらう。・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｅ．エステのアンケートに答える。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

2　店で買い物をするとき、契約が成立するのはいつだろうか。

ａ．消費者が「買います」と申し込んだとき。

ｂ．店員が「ありがとうございます」と承諾し、代金を請求したとき。

ｃ．消費者がお金を支払って商品を受け取ったとき。

ｄ．消費者が印鑑を押したとき。     　　　  （　　　　　）

3　（１）次の消費者トラブルのうち、生徒があいやすいと思う消費者トラブルを選んで（　）に記号

を記入しよう。（複数回答可）

ａ．訪問販売 　　ｂ．キャッチセールス ｃ．アポイントメントセールス

ｄ．ゲーム課金　　 　ｅ．マルチ商法  ｆ．通信販売

       　　　（　　　　　　　　　 　　　）

（２） 消費者トラブルにあいやすい人って、どういう人だろう？

4　クーリング・オフの説明について正しいものに○、誤っているものに × を（　　）に記入しよう。

ａ．不意打ち性のある販売方法により契約してしまった場合、一定期間内であれば

　 無条件で契約をやめることができる。・・・・・・・・・・・・・・・・（　　　）

ｂ．マルチ商法のクーリング・オフ期間は８日間である。・・・・・・・・・（　　　）

ｃ．3,000 円以上の化粧品や健康食品など消耗品のうち、使用したものはクーリング・オフでき

　 ないが、未使用のものについてはクーリング・オフできる。・・・・・・（　　　）

ｄ．通信販売で購入した場合、クーリング・オフできる。・・・・・・・・・（　　　）

指導上の留意点

2. 生活の管理と契約①　（ルールや約束、契約の理解・選択）

～若者によくある消費者被害～

ワーク

3

生徒が生活を送るうえで、日々の消費行動が「契約」であることを認識することは少ないと考えられる。何気なく
している「契約」とは何か、契約の成立時期など契約の基礎知識を習得し、契約には法的な責任が生じることに気づ
かせる。また、さまざまな消費者トラブルが発生する原因を知り、トラブルから身を守るための判断力、トラブルにあっ
たときの対処法を身に付けさせる。

各問についてのポイントと解答例

契約とは「法的な責任が生じる約束」のことである。契約の中でも売買契約は、契約書がなくても、お互いの合意
があれば口約束でも成立する。契約が成立すると、お互いに権利と義務が生じ、法的な拘束力をもつ。例えば、売り
主は買い主に代金をもらう権利が発生し、商品を引き渡す義務を負う。買い主は、売り主から商品を受け取る権利
が発生し、代金を支払う義務を負う。契約が成立すると、一方の都合だけで勝手に契約を解除することはできな
い。契約が守られなかった場合、訴訟をすることができ、裁判を通じて強制的に守らせることができる。教材❸Ⓐ‒
２の場合、店はプレゼント（例えばネックレス）を消費者に引き渡し、消費者はネックレスの代金を支払うことが
契約内容である。ネックレスが最初から壊れていた場合、消費者は壊れていないネックレスを求めることができ
るが、店が契約を守っている限り、返品はできない。レシートは領収書としての意味があるので店が代金を受領し
たことの覚書である。実生活において、レシートが手元にあって、商品が未使用、契約してから日数があまり経っ
ていない場合には、店が返品や交換に応じてくれることもある。これは、店が任意に消費者の求めに応じている顧
客サービスの一環であり、返品に応じてくれなくても違法とはいえない。

1

ａ．×　　ｂ．◯　　ｃ．◯　　ｄ．×　　ｅ．×
ａ．ｄ．ｅ．については、権利と義務を生じていないため、契約とはいえない。解答

店で買い物をするとき、消費者が商品をレジにもっていくことで、お客（消費者）がその商品の購入の申込みを
したことになる。また、レジにいる店員（事業者）がお客に代金を請求することで商品の販売を承諾したことに
なり、この時点で売買契約は成立する。自分の消費生活の中の契約シーンを想定し、契約の成立時期について確
認させる。

2

ｂ解答

（１）さまざまな消費者トラブルがあることを伝え、生徒があいやすいと思うトラブルについて考えさせる。 　
（２）被害にあいやすいタイプを考えさせ、生徒が被害にあわないための注意点を引き出す。
3

⇒ 人の言うことを安易に信用する、批判的な見方をせず自分で考えようとしない、
　 断ることができない、文章を読まない　など

解答例

クーリング・オフできる場合とできない場合について確認させる。また、取引類型によってクーリング・オフで
きる期間が異なることを認識させる。

4

ａ．◯　訪問販売や電話勧誘販売などの不意打ち性のある販売方法の場合、クーリング・オフ期間は
　　　   ８日間である。
ｂ．×　マルチ商法のクーリング・オフ期間は20日間である。
ｃ．◯　開封した消耗品については、クーリング・オフできない。
ｄ．×　通信販売ではクーリング・オフできない。

解答
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参 考 未成年者の契約
　民法では、未成年者（成年に達していない者）が契約する場合は、親権者等の法定代理人の同
意を得る必要があります。未成年者が法定代理人の同意を得ずに行った契約は、未成年者本人や
法定代理人が取り消すことができます。
 未成年者契約の取消しの効果
　未成年者が商品等を購入する契約をした場合、その契約が取り消されると、未成年者が代金
を支払う義務はなくなり、既に支払った金銭がある場合は返金を請求できます。商品等を受け
取っている場合は現状のまま返品します。

 未成年者契約の取消しができない場合
・法定代理人の同意を得て行った契約
・未成年者が契約の際に「成年である」「法定代理人の同意を得ている」と嘘をついた場合
・小遣いや仕送りなどの範囲内で行った契約
・営業をしている未成年者が、その営業に関して行った契約
・未成年のときに契約し、その後、成年に達してから商品やサービスを受けたり、代金を支払っ
たりした場合　など

民法における成年年齢とは、完全な行為能力を有し、自らの判断（本人の意思）で、
単独で有効な契約を結ぶことなどができる年齢をいいます。

高額の商品を購入することができる

結婚ができる

クレジットカードを
つくることができる

旅行の契約を
することができる

家を借りる（買う）
ことができる

ローンを組む
ことができる

成年になったら単独でできること

改正民法が施行されると、18 歳で法定代理人の同意なく契約をすることができるようになります
（ただし、喫煙や飲酒、ギャンブル（競馬、競輪等）は他の法律により規制されており、これまで
どおり 20 歳未満は禁止されています）。

　⇒ 18 歳で成年になると、未成年者契約の取消しをすることができなくなります。18 歳、
　　 19 歳の積極的な社会参加が求められると同時に、責任ある行動が求められます。

2022年4月1日から「18歳で成年」になります！

プラス

成年年齢引下げ
ステップアップ

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成
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参 考 未成年者の契約
　民法では、未成年者（成年に達していない者）が契約する場合は、親権者等の法定代理人の同
意を得る必要があります。未成年者が法定代理人の同意を得ずに行った契約は、未成年者本人や
法定代理人が取り消すことができます。
 未成年者契約の取消しの効果
　未成年者が商品等を購入する契約をした場合、その契約が取り消されると、未成年者が代金
を支払う義務はなくなり、既に支払った金銭がある場合は返金を請求できます。商品等を受け
取っている場合は現状のまま返品します。

 未成年者契約の取消しができない場合
・法定代理人の同意を得て行った契約
・未成年者が契約の際に「成年である」「法定代理人の同意を得ている」と嘘をついた場合
・小遣いや仕送りなどの範囲内で行った契約
・営業をしている未成年者が、その営業に関して行った契約
・未成年のときに契約し、その後、成年に達してから商品やサービスを受けたり、代金を支払っ
たりした場合　など

民法における成年年齢とは、完全な行為能力を有し、自らの判断（本人の意思）で、
単独で有効な契約を結ぶことなどができる年齢をいいます。

高額の商品を購入することができる

結婚ができる

クレジットカードを
つくることができる

旅行の契約を
することができる

家を借りる（買う）
ことができる

ローンを組む
ことができる

成年になったら単独でできること

改正民法が施行されると、18 歳で法定代理人の同意なく契約をすることができるようになります
（ただし、喫煙や飲酒、ギャンブル（競馬、競輪等）は他の法律により規制されており、これまで
どおり 20 歳未満は禁止されています）。

　⇒ 18 歳で成年になると、未成年者契約の取消しをすることができなくなります。18 歳、
　　 19 歳の積極的な社会参加が求められると同時に、責任ある行動が求められます。

2022年4月1日から「18歳で成年」になります！

プラス

成年年齢引下げ
ステップアップ

出典：消費者庁 『社会への扉』により作成
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レアアイテムゲット！レアアイテムゲット！
寝ている間に勝手

にダイエット！

キャンペーン期間中だけの特典！

リボルビングでらくらく支払い

セットでお得！

期間限定！

今だけプレゼント

残りわずか！早い者勝ち残りわずか！早い者勝ち

ポイント還
元

ポイント還
元

一粒にギュッと濃縮一粒にギュッと濃縮

自宅で簡単副収入自宅で簡単副収入

１万円購入でランク
アップ

最短即日融資で今すぐ借りる

寝ている間に美肌づくり

食べて痩せる

女子高生のマストアイテム

今なら体験エステが無 料！

ポイント5,000円分プレゼント！

痩せなかった
ら返金！

タイムセール開催中

ポイント10倍

しっかりサポート

天然素材だから安心

初回限定ワンコイン

スマホでらくらく

当サイトはすべて本物

添加物不使用

アフィリエイトで高
額報酬！

話題のスーパーフード

一人暮らしの強い味方

個人の感想です

半額クーポン
プレゼント

きれいめワンランクアッ
プ

モデルになりませんか

メディアで
話題沸騰

アイドルのメー
ル相談しません

か？

カロリーオフ

激安カラーコンタクト
初めてでも安心！

大阪府消費生活センター

消費者市民めざそう！

高校生向け消費者教育教材
～授業ですぐ使えるワークシート付き～

身近な
事例で学ぶ！

消費者市民めざそう！

高校生向け消費者教育教材
～授業ですぐ使えるワークシート付き～

身近な
事例で学ぶ！
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